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世界記録に挑戦が目標
全国屈指のマスターズ・スイマー！
今年８２歳の鈴木桂さん（下於曽）は、７月に開催された「日
本マスターズ水泳選手権大会」の４００Ｍ自由形（年代別）
で日本チャンピオンに輝きました。「よく食べ、よく寝て、
よく運動すること」が健康の秘訣と話す鈴木さんの今後の
目標は「生涯現役、世界記録に挑戦！」と日々練習に励ん
でいます。
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みんなで育てる

子どもの未来
学校・家庭・地域

甲州市確かな学力育成プロジェクト

　甲州市では、「たくましく、心豊かなひとづ
くり」を教育目標に、「子ども憲章」「子ども
十の誓い」「親のあり方十か条」を提唱し、学
校や家庭、地域の皆さんと共に、子ども達を
見守り、支えるために、学校教育を取り巻く
様々な施策を取り組んでいます。
　今月の広報では、これからの社会を担う子
ども達をはぐくみ、育てる、きめ細やかな甲
州市の教育状況や取り組みを紹介します。
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児
童
や
生
徒
の
未
来
へ

総
合
的
な
教
育
体
制

　
近
年
の
社
会
情
勢
は
、
少
子
高

齢
化
の
進
行
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

高
度
情
報
化
の
進
展
な
ど
、
私
達

を
取
り
巻
く
生
活
ス
タ
イ
ル
が
大

き
く
変
化
を
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
教
育
環

境
も
同
様
に
、
環
境
教
育
や
情
報

教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
、
変

革
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
教

育
指
導
が
強
く
求
め
ら
れ
、
そ
の

背
景
に
は
、
子
ど
も
達
の
学
ぶ
意

欲
、
学
力
の
低
下
、
い
じ
め
や
不

登
校
、
さ
ら
に
は
社
会
性
や
規
範

意
識
の
低
下
と
い
っ
た
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
の
教
育
に
お
い
て

は
、
欧
米
諸
国
、
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
、

世
界
各
国
に
お
け
る
教
育
改
革
を

見
据
え
る
中
で
、子
ど
も
達
が
様
々

な
課
題
に
直
面
し
た
と
き
主
体
的
、

創
造
的
に
生
き
て
い
く
た
め
に
必

要
な
、「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
児
童
や
生
徒
が
ど

こ
に
い
て
も
一
定
水
準
の
教
育
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
各
地
の
自
治

体
や
各
学
校
で
は
教
育
課
程
を
編

成
す
る
際
の
大
綱
的
な
基
準
と
し

て
学
習
指
導
要
領
等
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
甲
州

市
で
も
、
義
務
教
育
な
ど
の
充

実
、
学
校
施
設
の
整
備
、
心
の
問

題
へ
の
対
応
、
子
ど
も
の
安
全
確

保
、
規
範
意
識
の
向
上
な
ど
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
、様
々

な
計
画
や
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
な
か
で
も
、
平
成
25
年
度
に
策

定
し
た
「
甲
州
市
教
育
振
興
基
本

計
画
」
は
、
現
在
は
も
と
よ
り
、

児
童
や
生
徒
の
未
来
を
見
据
え
、

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
教
育
活

動
の
基
本
的
な
計
画
と
し
て
、
各

教
育
施
策
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
教
育
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、「
確

か
な
学
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
通
じ
て
、
充
実
し
た
教
育
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
昔
も
今
も
、こ
れ
か
ら
も「
教
育
」

は
、
児
童
や
生
徒
な
ど
、
子
ど
も

達
だ
け
で
な
く
、
教
育
の
手
本
で

あ
る
べ
き
大
人
も
「
教
育
」
を
再

認
識
す
る
こ
と
は
極
め
て
大
切
な

こ
と
で
す
。

　
全
国
的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る

「
い
じ
め
」「
不
登
校
」
な
ど
、
心

の
問
題
へ
の
対
応
、
子
ど
も
の
安

全
確
保
、
地
域
の
意
向
を
踏
ま
え

た
学
校
の
適
正
規
模
の
検
討
な
ど
、

今
だ
か
ら
こ
そ
、
総
合
的
な
教
育

体
制
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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子
ど
も
目
線
で
考
え
る

最
良
の
教
育
環
境

　
甲
州
市
で
は
、
多
様
化
す
る
教

育
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
中

で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
を
育

む
た
め
、「
確
か
な
学
力
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
23
年
度
に
立

ち
上
げ
、
市
内
の
小
中
学
校
は
も

と
よ
り
、
行
政
や
地
域
、
そ
し
て

家
庭
と
の
連
携
を
図
り
、
よ
り
充

実
し
た
教
育
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と

し
て
、
３
つ
の
大
き
な
柱
を
掲
げ

ま
し
た
。

①
子
ど
も
達
に
、
基
礎
的
・
基
本

　
的
な
知
識
及
び
技
能
を
確
実
に

　
習
得
さ
せ
る

②
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要

　
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

　
な
ど
を
育
成
す
る

③
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

　
度
を
養
う
、
確
か
な
学
力
を
定

　
着
・
向
上
さ
せ
る

　
こ
の
よ
う
な
柱
を
踏
ま
え
、
市

教
育
委
員
会
で
は
「
甲
州
市
授
業

改
善
プ
ラ
ン
」「
家
庭
学
習
の
手
引

き
」
の
新
た
な
作
成
や
子
ど
も
達

の
実
態
を
把
握
す
る
「
Ｑ
‐
Ｕ
」

の
研
究
・
実
施
な
ど
、、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
く
上
で
最
も
大

切
な
、「
子
ど
も
目
線
で
考
え
る
最

良
の
教
育
環
境
」
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

全国学力調査の結果
全国平均を１００とした時の県と甲州市の平均

みんなで育てる 子どもの未来

全国学力・学習状況調査のねらい

　この調査は、義務教育の機会均等とその水準の維持
向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況
を把握・分析することにより、教育施策の成果と課題
の検証を目的に行われています。
　その結果は、各学校における児童生徒への教育指導
の充実や学習状況の改善など、充実した教育環境の改
善に重要な資料として全国の学校で大いに活用されて
います。
　甲州市でも、4 月２２日に市内の小学校６年生と中
学校３年生を対象に調査が実施され、教科に関する調
査（国語，算数・数学） と生活習慣や学習意欲などに
関する質問紙調査が行われました。教科に関する調査
については「知識」に関するＡ問題と「活用」に関す
るＢ問題のそれぞれ２つが調査されました。

甲州市の調査結果は
　　　　　　　全国の平均を上回る
　教科に関する調査の結果は、左のグラフのとおり、
甲州市では小学校の国語Ａが全国平均正答率に若干と
どかなかったものの、そのほかの教科（小学校国語Ｂ、
小学校算数ＡＢ、中学校国語ＡＢ、中学校数学ＡＢ）
においては、すべて全国平均正答率を大きく上回って
いることが分かりました。
　また、全国平均正答率を下回った小学校国語Ａにお
いても、全国平均正答率とほぼ同等の結果ということ
が分かりました。

全国学力・学習状況調査

全国と比較！
甲州市の状況

公開授業等を通じて、充実した教育環境の改善に
取り組んでいます。
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みんなで育てる 子どもの未来

仲
間
づ
く
り
が
基
盤

本
市
の
教
育
ス
タ
イ
ル

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
学
校
や

家
庭
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

子
ど
も
達
を
見
守
り
、
支
え
る
た

め
に
学
校
教
育
を
取
り
巻
く
様
々

な
施
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
確
か
な
学
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
学
校
内
で
の
子
ど
も
達

の
集
団
を「
支
え
合
い・学
び
合
い・

育
ち
合
う
・
質
の
高
い
集
団
」
に

育
成
す
る
こ
と
を
基
盤
に
、
子
ど

も
達
が
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
姿
勢
を
身
に
付
け
、
確
か
な
学

力
の
定
着
・
向
上
を
図
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
は
、
こ
の
取
り
組
み

の
成
果
が
徐
々
に
現
れ
て
き
た
も

の
だ
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
友
だ
ち
同
士
の

つ
な
が
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
中
で
、
集
団
と
し
て
の
規
範

を
学
び
な
が
ら
、
と
も
に
高
め
合

い
、
心
の
絆
を
大
切
に
す
る
子
ど

も
を
育
成
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

「
知
・
徳
・
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
子
ど
も
達
の
育
成
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
地
域
の
子

ど
も
達
に
温
か
い
言
葉
掛
け
な
ど
、

子
ど
も
達
を
一
緒
に
支
え
合
い
、

育
む
地
域
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

家庭や地域、学校に支えられ
　　　　　　「生きる力」が向上

　今回の質問紙による調査結果についても、上のグ
ラフのとおり、全国と比較して児童生徒の生活習慣
や学習環境について、良好な状況にあることが分か
りました。
　特に、甲州市の児童や生徒においては、設問数の
約９割が、全国平均と比較して肯定的な回答（良好
な回答）をしたことが分かりました。
　特に、児童や生徒の生活において、全国平均を大
きく上回る注目点として、次の項目が報告されました。

【学校や地域とのつながり】
①今住んでいる地域の行事に参加している。
②家の人は学校の行事に参加している。

【学習活動に関すること】
①図書室や図書館をよく利用する。
②読書が好き。
③学習をするときその理由を理解しようとする。
④学習内容を普段の生活の中で活用しようとする。
⑤発表するときは相手に伝わるように話の組み立て
　を工夫する。
　このような結果を通じて、子ども達が地域や家庭
に見守られながら、学校の中で意欲的に学習を行っ
ている様子が分かりました。

児童質問紙の結果
全国平均を１００としたときの甲州市の平均

生徒質問紙の結果
全国平均を１００としたときの甲州市の平均
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学
び
か
ら
始
ま
る

豊
か
な
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
　

 

甲
州
市
の
生
涯
学
習

　
生
涯
学
習
は
、
人
々
が
生
涯
に
わ
た
り
い
つ
で
も
自
由

に
学
習
機
会
を
選
択
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
生
涯
学
習
活
動
を

創
造
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
学
習
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、

｢

と
も
に
学
び
あ
い
・
と
も
に
ふ
れ
あ
い
・
と
も
に
支
え

あ
い｣

を
生
涯
学
習
の
基
本
目
標
と
し
て
、
市
内
の
多
彩

な
人
材
や
学
習
施
設
、
文
化
財
な
ど
豊
富
な
学
習
資
源
を

活
か
し
な
が
ら
、
文
化
芸
術
活
動
も
積
極
的
に
支
援
し
健

康
で
心
豊
か
な
文
化
の
香
り
の
漂
う
生
涯
学
習
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

児童クラブ対抗ふるさとかるた大会

８月１９日
大和ふるさと
会館

　市では９月３日、塩山高校同窓
会「創立５５周年」記念・甲州市「山
の日制定」記念事業として、史上
最高年齢８０歳でエレベストに登
頂した三浦雄一郎さんの講演会を
開きました。
　「できないことを考えることよ
りも、どんな小さいことでもでき
ることに集中し、一歩ずつ超えて
いくことだ。それが夢を叶えるた
めの唯一で最高の方法」と語り、
三浦さんは、訪れた８００名の皆
さんに熱いエールを送りました。

諦めない一歩ずつ　今の一歩が夢の達成に。
史上最高齢８０歳
エレベストに登頂
三浦雄一郎さんが語る。

　女子力ＵＰ
　講座

７月から４講座
８回実施中！

学
び
か
ら
始
ま
る

豊
か
な
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
　

 

甲
州
市
の
生
涯
学
習
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甲州市の生涯学習
秋の生涯学習イベント

　「学び合う仲間づくり」を通じて、市民の
交流や親睦はもとより、誰もが文化や芸術、
そして甲州市の地域文化に触れられる秋の
生涯学習イベントを紹介します。

甲州市の宇宙教育への取り組み ☆☆☆

甲州市「宇宙の学校」実施中！
　★ＪＡＸＡ＆ＫＵ－ＭＡと提携！！
　★親子で参加する科学実験教室！！
　★家庭でレポートを作成し発表！！
　�はやぶさの開発に携わ

った一流の研究者が実
験の指導や宇宙のお話
をしてくれます。

　�年間５回のスクーリン
グを実施します。

　（写真は熱気球の打ち上げ実験の様子）

大好評、絶賛公開中です！！
■会　場　市役所本庁舎１階市民ギャラリー
■期　間　10 月 8 日（水）午後５時１５分まで
※土日祝日も観覧可能・観覧無料

市では、子ども達が宇宙に興味を持ち、甲州市から宇宙飛行士が誕
生する日を夢見て、県内初の「宇宙の学校」を開校しました。

※�どちらのイベントも天候不良の場合は中止となります。／イベントの事前申込は
必要ありません。／小学生以下の方は保護者同伴でご参加をお願いします。

コーラス部の合唱
も披露されます。

芸術の秋
甲州市文化祭のお知らせ
　１１月１日（土）～３日（月・祝）にかけて、甲州
市文化祭を塩山・勝沼・大和の地域ごとに開催します。
作品の展示や芸能発表を行いますので、皆様のご参加
をお待ちしております。
　なお、作品の募集内容・芸能発表等のお問い合わせ
は、お住まいの地域の事務局までお願いいたします。
○展示は文化祭開催日の午前９時～午後５時まで
　（最終日のみ午後４時まで）
○芸能発表：塩山・大和会場 11 月 3 日（月・祝）
　 （予定）　　勝沼会場　　　 11 月 2 日（日）
　※開催時間は会場によって異なります。

各地域の展示会場・期間・お問い合わせ先
○塩山地域
・展示会場：甲州市民文化会館
・展示期間：11 月 1 日（土）～ 3 日（月・祝）
◆塩山地域 お問い合わせ先
　生涯学習課 社会教育担当　☎３２- ５０９７

○勝沼地域
・展示会場：勝沼市民会館
・展示期間 ：11 月 1 日（土）～ 3 日（月・祝）
◆勝沼地域 お問い合わせ先
　勝沼中央公民館　☎４４- ２１００

○大和地域
・展示会場：大和ふるさと会館
・展示期間：11 月 1 日（土）～ 3 日（月・祝）
◆大和地域 お問い合わせ先
　大和中央公民館　☎４８- ２９２１

■主催 甲州市文化協会
■後援 甲州市・甲州市教育委員会

２０１４年最大の天体イベント
「皆既月食」の観望会を開催します！
■日　時　10 月 8 日（水）午後６時～８時
■場　所　塩山ふれあいの森総合公園
　　　　　ひょうたん池広場（塩山体育館北側）
■講　師　山梨県立科学館　天文ボランティア
■対象者　天体に興味を持つ方どなたでも

「第１６回ライトダウンやまなし」
に伴い天体観望会を開催します！
■日　時　10 月 12 日（日）午後６時～８時
■場　所　勝沼ぶどうの丘　展望デッキ
■講　師　山梨県立科学館　天文ボランティア
■対象者　星空を楽しみたい方どなたでも
※�１０月１２日（日）の午後８時～９時は、市民　
の皆様も消灯にぜひご協力ください。
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もっと楽しめる！クラシック音楽
■日　時：11 月 28 日（金）
　　　　　午後７時～８時 30 分
■場　所：大和ふるさと会館　まほろばホール
■定　員：３０名
■申込方法：�電話または窓口で直接申し込みください。
※ 10 月 6 日（月）午前 9 時より受付けます。
　定員になり次第締め切ります。
■対象者：市内在住または在勤の方

■講　師：矢澤 孝樹 氏
　1969 年、山梨県甲州市生れ。
　�慶應義塾大学文学部卒業後、1991 年より水戸芸術館

音楽部門に学芸員として勤務。
　�2009 年主任学芸員として退職、

帰郷。
　�現在、ニューロン製菓（株）代

表取締役社長を務める傍ら、朝
日新聞クラシックCD評、『レコー
ド芸術』『CD ジャーナル』等で
執筆中。

やる気を育む心理学
■日　時：12 月 21 日（日）
　　　　　午後１時 30 分～３時
■場　所：甲州市民文化会館　２階　大会議室
■講　師：進藤 聡彦 氏（山梨大学教職大学院教授）
※参加自由ですので、申し込みは不要です。
※放送大学公開講座との共催事業です。

甲州市の道祖神
■日　時：平成２７年１月８日（木）
　　　　　午後１時 30 分～３時
■場　所：甲州市民文化会館  ２階  第３会議室
■講　師：丸尾 依子 氏（山梨県立博物館学芸員）
■定　員：３０名　
※ 12 月 5 日（金）午前 9 時より受付けます。
　定員になり次第締め切ります。

俳句へのいざない
■日　時：平成２７年２月 15 日（日）
　　　　　午後１時 30 分～３時
■場　所：甲州市民文化会館  ２階  第３会議室
■講　師：井上 康明 氏（俳誌『郭公』主宰）
■定　員：３０名　
※ 1 月 5 日（月）午前 9 時より受付けます。
　定員になり次第締め切ります。

甲州種の発展の軌跡と　　
　　　　　これからの展望

■日　時：平成２７年３月 11 日（水）
　　　　　午後１時 30 分～３時
■場　所：シャトーメルシャン イベントホール
■講　師：シャトー・メルシャン　齋藤　浩 氏
■定　員：３０名　
※ 2 月 4 日（水）午前 9 時より受付けます。
　定員になり次第締め切ります。
※�試飲をしますので、お車でのお越しはご遠慮く

ださい。
それぞれの講座の詳細は決定以降、
広報等で順次掲載します。

市民教養講座市民教養講座 参加無料

facebook に ロ グ イ ン し
『甲州市の生涯学習』で
検索してみてください

始めました！

ＵＲＬ
https://www.facebook.com/gakushu.koshu

『文化の薫り高いまちづくりを目指して』

Information
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ロータリー 

塩山駅南口市民ギャラリー
市民の芸術文化向上の
ため、年間展示計画に
基づき、市民による芸
術作品の展示を行って
います。お近くに立ち
寄った際には、是非作
品をご覧になってくだ
さい。

甲州市ふるさとかるた絶賛販売中！
平成２４年に甲州市の歴史や文化を取り入れて作成した「甲州市ふるさとか
るた」を１セット１０００円で販売しています。

【販売場所】�　甲州市役所（生涯学習課）・甲州市民文化会館・勝沼中央公民館
　　　　　　大和ふるさと会館・勝沼図書館・甘草屋敷・宮光園
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スマートフォンをもっと
　　　上手に使いこなそう！
　■日程及びコース
　☆「スマートフォンを活用しよう！」
　　　( ラインの基本から注意点 )
　11 月 11 日 ( 火 )
　　Ａコース：午後２時～午後３時３０分
　　Ｂコース：午後７時～午後８時３０ 分
　☆「スマートフォンを快適に使おう！」
　　（知って得する意外な裏ワザ・ウイルス対策 など）
　11 月 13 日 ( 木 )
　　Ｃコース：午後２時～午後３時３０分
　　Ｄコース：午後７時～午後８時３０分
　■対象者　※市民または市内在勤の方
　■講　師　( 株 ) フォネット　スタッフ
　■申込方法
　　１１月１０日（月）まで受け付けます。
　　（土・日曜日・祝祭日を除く）
　　午前９時～午後５時
　※�Ａ～Ｄのいずれかのコースを電話、または直接

窓口で申し込みください。
　※ハガキ・FAX 等の申し込みは受け付けません。
　■会　場　甲州市民文化会館　
　　　　　　３階　第２研修室
　■定　員　各コース２０名（先着順）
　■受講料　無　料

2014 健康ウオークＩＮ甲州
　　　　開催決定！
　■日　時　11 月 16 日（日）
　■会　場　勝沼中央公園グラウンド
　■コース
　　①国宝大善寺と大日影トンネルコース　
　　②おこやっさん（立正寺）と寺町散策コース
　　③近代産業遺産コース
　※詳しくは本誌２９ページをご覧ください。

朗読と箏・尺八が
　　　　　奏でる優美な世界
　■日　時　10 月７日（火）
　　　　　　開演　午後７時　
　　　　　　開場　午後６時３０分
　■駐車場　宮光園北側メルシャン駐車場
　■会　場　宮光園
　　　　　　（甲州市勝沼町下岩崎 1741）
　■定　員　８０名
　■内　容　朗読、箏・尺八演奏
　　　（朗読）清水 章子 さん
　　　（箏）　 甲州市塩山文化協会山田流箏曲部
　　　（尺八）岩間 龍山 さん
　■入館料　１００円
　■申込方法　電話または窓口にて直接

青少年健全育成推進甲州市民集会開催
　１１月は、「子ども・若者育成支援強調月間」と定められております。
　甲州市におきましても、「親のあり方１０か条」を制定し、その周知徹底を図っているところでありますが、
私たち市民一人一人が青少年育成に対する理解をさらに深め、家庭・学校・地域が連携し、甲州市の青少年育
成の推進を図ろうとするための推進大会にご参加ください。
　■日　時　11 月７日（金）　午後 7 時～９時
　■会　場　甲州市民文化会館　２階　大会議室
　■講　師　コミュニケーション・アーツ・アカデミー　代表　奥脇 洋子 氏　
　■演　題　―話・和・輪・環を深める　世界が広がる―
　■主催・共催　青少年育成甲州市民会議・甲州市教育委員会

◆申し込み・お問い合わせ先　☎３２‐５０９７
甲州市教育委員会　生涯学習課

甲州市の生涯学習
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10

4 土
第 61回甲州市
かつぬまぶどうまつり

10

19日
第 5 回甲州フルーツ
マラソン大会

10

26日
第 9回甲州市
およっちょい祭り

11

2 日
第 34回
武田陣中ほうとう祭り

■開催日　10 月４日（土）
　　　　　午前８時４０分～
■会　場　勝沼中央公園広場　など
■内　容
①収穫感謝祭
②甲州ぶどう無料サービス
③ワイン無料サービス
④各種ステージ、パレード
⑤大善寺・護摩法要、鳥居焼き　など
◆お問い合わせ先
　甲州市かつぬまぶどうまつり実行委員会事務局
　観光交流課　　　　　　　☎３２‐１０００

■開催日　11 月 2 日（日）
　　　　　午前 11 時 30 分～午後２時 30 分
■会　場　日川渓谷レジャーセンター
■内　容　
①�ほうとう食べ放題５００円（未就学児無料）
※�食器代１００円（食器返却にて１００円返金）
※�ほうとうは無くなり次第終了となります。
②出店、特産品販売 他
③甲斐大和天目山勝頼公太鼓による演奏
※�当日は、無料送迎バスが運行します。（甲斐大

和駅前広場⇔日川渓谷レジャーセンター⇔天目
山温泉）一部「道の駅甲斐大和」経由あり

◆お問い合わせ先
　武田陣中ほうとう祭り実行委員会事務局
　観光交流課　　　　　　　☎３２‐５０００

■開催日　10 月 19 日（日）
■会　場　勝沼中央公園
■コース
・ファミリーコース ( ３．５㎞ )
・ぶどう郷コース（１０㎞）
・フルーツラインコース ( ハーフ）
・大菩薩コース（２３㎞）
※�全国から多くのランナーが参加します。コース

沿線の環境美化にご協力いただくとともに沿道
での温かいご声援をお願いいたします。

◆お問い合わせ先
　甲州フルーツマラソン大会実行委員会事務局
　観光交流課　　　　　　　☎３２‐５０００

■開催日　10 月 26 日（日）
■会　場　市役所本庁舎 駐車場 ほか
■内　容
　①ちびっこステージ
　②市内中学校・高校吹奏楽の演奏
　③およっちょい上棟式
　④風林火山じょいそーらん
　⑤よっちゃばれ踊り
　⑥各パレード、市民ステージ など
◆お問い合わせ先
　甲州市およっちょい祭り実行委員会事務局
　甲州市商工会　　　　　　☎３３‐２２３６
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イベント当日の市民バス運行変更のお知らせ
※�市内イベント開催に伴い、下記のとおり市民バス路線の運休や迂回

運転を行います。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

かつぬまぶどうまつり

運休停留所 運休時間
天目 (栖雲寺 )13：36 発

上町交差点西 14：07
旧田中銀行前 14：08

【迂回運転】
○甲州市（塩山・勝沼・大和）縦断線

運休停留所 運休時間
健康福祉センター 14：00 発

旧田中銀行前 14：43
中央公園入口 14：45
勝沼支所 14：46

○勝沼地域市民バス　ワインコース２（第４便）

甲州フルーツマラソン大会

運休停留所
運 休 時 間

塩山駅南口
9：07 発

塩山駅南口
12：31 発

天目 (栖雲寺 )
10：25 発

東雲保育所前 9：30 12：54 11：03
勝沼病院 9：32 12：56 11：01
勝沼支所 9：33 12：57 11：00

旧田中銀行前 9：35 － 10：58
山口園前 9：36 － 10：57

○甲州市（塩山・勝沼・大和）縦断線

10/4（土）

10/19（日）

およっちょい祭り

運休停留所
運 休 時 間

塩山駅南口 甲斐大和駅 天目（栖雲寺）
9:07 発 12:31 発 15:10 発 8:05 発 10:25 発 13:36 発

市役所 9:09 12:33 15:12 8:49 11:24 14:34

【迂回運転】
○甲州市（塩山・勝沼・大和）縦断線

10/26（日）

【全区間運休】
○勝沼地域市民バス

ぶどう
コース１

健康福祉センター
ぶどう
コース２

健康福祉センター
9:30 発 12:50 発 10:20 発
第１便 第３便 第２便

ワイン
コース１

健康福祉センター
ワイン
コース２

健康福祉センター
9:00 発 12:20 発 10:50 発
第１便 第３便 第２便

※第４便、第５便、第６便は通常どおり運行します

運休停留所
運 休 時 間
塩山駅南口

9:30 発 11:20 発 12:40 発 14:28 発
上於曽 9:31 11:21 12:41 14:29
市役所 9:32 11:22 12:42 14:30
本町 9:33 11:23 12:43 14:31

○大菩薩峠登山口線（塩山駅南口 → 大菩薩峠登山口（落合））

運休停留所
運休時間
塩山駅南口
12:08 発

上於曽 12:09
市役所 12:10
本町 12:11

○玉宮線（塩山駅南口 → 玉宮）

運休停留所
運休時間
玉宮

12:35 発
本町 12:53
市役所

（降車専用） 12:55

○玉宮線（玉宮 → 塩山駅南口）

運休停留所
運 休 時 間

落合 大菩薩峠登山口
10:00 発 15:30 発 10:00 発 11:57 発 15:00 発

本町 10:57 16:27 10:24 12:21 15:24
市役所（降車専用） 10:59 16:29 10:26 12:23 15:26

○大菩薩峠登山口線（大菩薩峠登山口（落合） → 塩山駅南口）

◆お問い合わせ先
　市民課　市民生活担当
　☎３２ ‐ ５０６８

【迂回運転】



12平成26年10月

第９回第９回

日時

場所
11月 6日（木） 10:00 ～ 14:00

塩山ふれあい館（塩山体育館北側）

今年も、乳幼児とその保護者のイベントを開催します！

親子遊び

●ボランティアスタッフの募集
　ボランティアで協力をいただける方を募
集しています。
　小さな子どもと接するのが好き、次の世
代の応援をしたいという気持ちをお持ちの
方は１０月１７日（金）までに、子育て支
援課までご連絡をお願いいたします。

●交換会のおもちゃ募集について
　甲州こどもフェスタでは、おもちゃ交換
会を開催します。おうちで眠っているおも
ちゃを募集しています。この機会に、使わ
なくなったおもちゃを次の世代のお子さん
のために提供していただける方は、１０月
１０日（金）までに子育て支援課までご連
絡をお願いいたします。
※�ぬいぐるみ、お菓子等のおまけのおも

ちゃは集めておりませんので、ご了承お
願いします。

支援センターの先生＆フィッツの
体操の先生と遊ぼう

10:20
ごろ～

かがみもちさんの太神楽、図書館
おはなし会

12:30
ごろ～

おもちゃ交換会
使わなくなったおもちゃ・絵本・DVD な
ど他のおうちで再利用。
おもちゃを持参してくれた方優先です。

前髪カットコーナー
�美容師さんがお子さんの前髪を
カットしてくれます。

歯科検診＆フッ素塗布
�この機会にお子さんの歯のチェックが
できます。

ママの健康コーナー
ママたちの健康チェックのコーナーです。

はらぺこ食育広場
手ばかりごはん＆カレーがあります。
※�食器の持参をお願いします。（ふた付の

容器やお弁当箱が良いです）

プチイベントコーナー
○助産師さんとベビーマッサージ
　（定員２０組）
※�バスタオルをお持ちください。

防災安全コーナー
消防車・パトカーの展示や起震車での
大地震体験等ができます。

10:30 ～
11:10

11:10 ～
14:00

○相談・発育測定コーナー
　�子育ての悩み相談や身長・体重

の測定が出来ます。

主なプログラム

�◆甲州子どもフェスタお問い合わせ先
　子育て支援課　児童福祉担当
　☎３２ ‐ ５０８１
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■無料開放施設
①甲州市交流保養センター「大菩薩の湯」
　☎３２ ‐ ４１２６
②甲州市やまと天目山温泉
　☎４８ ‐ ２０００
③甲州市近代産業遺産「宮光園」
　☎４４ ‐ ０４４４
④重要文化財旧高野家住宅「甘草屋敷」
　☎３３ ‐ ５９１０
⑤甲州市塩山Ｂ＆Ｇ海洋センター
　☎３２ ‐ １５９６
⑥甲州市勝沼健康福祉センター
　☎４４ ‐ １３２９
⑦甲州市大和福祉センター「田野の湯」
　☎４８ ‐ ２７４７

市制施
行９周年記念

市制施
行９周年記念

甲州市の誕生日である、１１月１日を記念して
次の公共施設を無料開放いたします。
■実施日
　11 月１日（土）
　※市制施行９周年記念日
■利用方法
　�市民の方が対象となりますが、１８歳以上の方

は、運転免許証や保険証、住民基本台帳カード
（写真付）など、本人確認ができる証明書をお持
ちください。

◆お問い合わせ先
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当
　☎３２ ‐ ５０６３

■日　時
　11 月 30 日（日）午後２時
　（開場　午後１時３０分）
■場　所
　甲州市民文化会館　ホール
■入場料　（全席指定）　※５歳以上有料
　前売券　２，０００円
　当日券　２，５００円
■チケット販売所

【甲州市内】
○甲州市民文化会館（窓口販売）

【市　外】
○チケットよしもと
　☎０５７０ ‐ ５５０ ‐ １００
■チケット販売開始
　１０月４日（土）午前９時～
※�プレイガイドにより販売時間が異なります。

◆主催・お問い合わせ先
　甲州市民文化会館 
　☎３２ ‐ １４１１
※午前９時～午後５時
※�月曜日・祝日休館（祝日と月曜日が重なるときは

その翌日）

甲州市ふるさと劇団
旗揚げ＆よしもとお笑い公演

公共施設の無料開放

当日は……
甲州市ふるさと劇団 旗揚げ公演（１部）
お笑いライブ（２部）
■当日出演者（予定）
　中川家
　ペナルティー
　くまだまさし
　もう中学生
　スリムクラブ
　ぴっかり高木といしいそうたろう

市制施行９周年記念日

11/１土11/１土11/１土

11/30 日11/30 日11/30 日
甲 州 市 民 文 化 会 館
リニューアル記念事業
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全
庁
一
丸
で
取
り
組
む

更
な
る
健
全
財
政
へ

　
甲
州
市
の
財
政
健
全
化
指
標
に

つ
き
ま
し
て
は
、
全
て
の
会
計
に

お
い
て
黒
字
と
な
り
、
資
金
不
足

に
よ
る
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
は
算
出
さ
れ
ず
、
実

質
公
債
費
比
率
に
つ
き
ま
し
て
も
、

13
・
７
％
で
、
前
年
度
と
同
様
で

あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
財
政
運
営
に
お
き
ま
し

て
も
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
行
財

政
改
革
に
取
り
組
む
中
で
、
健
全

財
政
を
維
持
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

少
子
化
と
地
域
観
光
へ

恋
人
の
聖
地
に
登
録

　
本
年
度
か
ら
設
置
い
た
し
ま
し

た
人
口
対
策
室
で
取
り
組
ん
で
い

る
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
対
策
」

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
消

防
団
の
皆
様
に
調
査
を
い
た
だ
い

た
空
き
家
件
数
の
結
果
を
も
と
に
、

現
在
、
空
き
家
状
況
の
実
態
を
把

握
す
る
作
業
を
進
め
て
お
り
、
早

期
に
台
帳
と
し
て
整
備
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ぶ
ど
う
の
丘
を
「
少
子

化
対
策
と
地
域
観
光
と
の
広
域
連

携
」
を
目
的
に
、
男
女
が
出
会
い
、

プ
ロ
ポ
ー
ズ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て「
恋

人
の
聖
地
」
に
登
録
い
た
だ
け
る

よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活
性
化

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
を
行
な
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
登
録
が
実
っ
た
際
に
は
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
甲
州
青

年
会
議
所
と
の
協
働
に
よ
る
婚
活

イ
ベ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

 

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
開
所

産
前
産
後
の
支
援
強
化

　
母
と
子
に
や
さ
し
い
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
整
備
の
一
環
と
し

て
、
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
を
改
修
し
、
10
月
３
日
か
ら
産

前
・
産
後
マ
マ
の
ほ
っ
と
ス
ペ
ー

ス
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
産
後
体
調
が
回

復
せ
ず
、
慣
れ
な
い
育
児
に
悩
む

時
期
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
ほ
っ

と
休
息
で
き
る
場
と
し
て
、
助
産

師
・
保
健
師
等
を
配
置
し
、
相
談
・

支
援
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
等
が
、国
の
「
妊

娠･

出
産
包
括
支
援
モ
デ
ル
事
業
」

に
選
定
さ
れ
、
国
庫
補
助
の
対
象

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
議
会
に

補
正
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
子
育
て
支
援
機

能
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
地
域
子
育
て
支
援

施
設
を
、
勝
沼
支
所
の
２
階
に
設

置
す
る
こ
と
と
し
、
本
議
会
に
、

条
例
案
を
上
程
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
大
藤
保
育
所
と
神
金
保

育
所
の
休
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
護
者
会
へ
の
説
明
を
は
じ
め
、

地
区
説
明
会
を
開
催
し
、
皆
様
方

の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

人
口
対
策
、
子
育
て
支
援
、
観
光
産
業

更
な
る
活
性
化
へ
の
施
策
展
開

市長の
市政報告
（要約・抜粋）

９月議会

　平成２６年甲州市議会９月定例会は、８月２７日に開会され、初日の本
会議では、田辺市長の市政の概要説明が行われ、主要事業の進捗状況のほか、
補正予算などの内容を説明しました。

14平成26年10月
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各地から甲州市を応援
ふるさと納税制度

５，９５５件、７，１１２万円
　　平成２６年９月１９日現在の報告

　平成２０年度に創設した「ふるさと納税寄附制度」
は、本年度からインターネットの専用サイトを活用
し、簡単に寄附の手続きができ、ご寄附をいただい
た方にお届けしている特産品をカタログから選べる
よう工夫しました。
　このことにより、全国からの寄附が飛躍的に増加
し、９月１９日現在で５，９５５件、７，１１２万
円の寄附を受け付けました。
　市としては今後も、特産品をご堪能いただきなが
ら、これまで以上に甲州市への想いを深め、一人で
も多くの方に甲州市ファンとなっていただけるよう、
今後も、積極的な魅力発信を行っていきます。

産
地
を
継
承
す
る
た
め

雪
害
等
の
支
援
を
推
進

　
本
年
２
月
の
大
雪
に
よ
る
雪
害

対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
Ｊ

Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
の
協
力
を
得
る

中
で
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

被
災
者
へ
の
個
別
説
明
会
を
開
催

し
、
撤
去
や
再
建
等
の
計
画
に
つ

い
て
、
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
そ
の
調
査
結
果
を
基
に

認
定
作
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、

補
助
金
の
交
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、

撤
去
に
関
す
る
も
の
の
う
ち
、
す

べ
て
の
関
係
書
類
が
整
い
、
事
業

の
完
了
が
確
認
で
き
た
案
件
か
ら
、

順
次
支
払
い
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
雪
害
に
よ
り
破
損
し
た

獣
害
防
護
柵
の
修
繕
に
つ
き
ま
し

て
は
、
管
理
組
合
等
と
の
協
議
が

整
っ
た
案
件
か
ら
、
順
次
工
事
に

着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
本
年
６
月
に
発
生
し
ま

し
た
降
雹
に
よ
る
ブ
ド
ウ
等
に
対

す
る
被
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ

Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
の
調
査
の
結
果
、

被
害
面
積
は
、
６
，
７
２
２
ア
ー

ル
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
農
薬
散
布
に
対
す
る
助

成
、
及
び
利
子
補
給
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
、
本
議
会

に
補
正
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

特
産
品
の
販
路
拡
大
へ

各
地
で
Ｐ
Ｒ
活
動
実
施

　
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
７
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
、
大
阪
市
場
、

滋
賀
県
彦
根
市
の
平
和
堂
、
東
京

の
大
田
市
場
、
世
田
谷
祭
り
な
ど

各
地
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施

し
い
、
甲
州
市
の
モ
モ
・
ブ
ド
ウ

を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
「
甲
州
市
の
完
熟
桃
」
試
食
・

食
べ
歩
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
き

ま
し
て
は
、
７
月
か
ら
８
月
に
か

け
て
、
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
の
５

箇
所
の
共
選
所
に
お
い
て
実
施
し
、

昨
年
に
も
増
し
て
多
く
の
来
場
者

か
ら
好
評
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
甲
州
ワ
イ
ン
の
振
興
に

関
す
る
条
例
化
に
つ
き
ま
し
て
条

例
の
検
討
委
員
会
か
ら
答
申
を
い

た
だ
く
中
で
、
名
称
を
「
甲
州
市

甲
州
ワ
イ
ン
に
よ
る
乾
杯
の
推
進

等
普
及
促
進
に
関
す
る
条
例
」
と

し
て
、
本
議
会
に
条
例
案
を
上
程

い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
甲
州
市
原
産
地
呼
称

ワ
イ
ン
は
、
８
月
に
審
査
会
を
実

施
し
、
２
０
１
４
年
の
認
証
ワ
イ

ン
33
銘
柄
が
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
、

市
で
は
今
後
も
、
本
認
証
制
度
の

良
さ
を
多
く
の
消
費
者
に
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
制
度
の
普

及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４５種類の特産品をカタログから選
べる、甲州市のふるさと納税制度。

P I C K U P とさるふ
税納

台湾の台北市、高雄
市でトップセールス
を行う田辺市長

輸出拡大に大きな可能性
台湾トップセールス
　市とＪＡフルーツ山梨は８月２４日から２６日の
日程で、ブドウやモモのＰＲのために台湾を訪問し
ました。台北市内の高級食品スーパーで、シャイン
マスカットの試食即売やバイヤーと情報交換や商談、
また、台湾第２の都市、高雄市役所では、農政関係
者との懇談会を行い、甲州市の魅力を台湾の皆さん
へ発信してきました。今後の輸出拡大に向け、大き
な可能性と手ごたえをつかみました。

P I C K U P
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平成２５年度甲州市決算に係る財政の
健全化判断比率及び地方公営企業の
資金不足比率を公表します

　甲州市では、８月２７日開会の平成２６年９月定例市議会へ平成２５年度
決算に係る財政健全化判断比率及び資金不足比率について報告しました。い
ずれの指標も早期健全化基準又は経営健全化基準以下であり、審査した監査
委員の意見でも「健全な状態にある」とされました。
　前年度の比率との比較では、実質公債費比率が前年度と同じ比率、将来
負担比率で０．６ポイント増加しました。なお、実質赤字比率、連結実質赤
字比率及び公営企業の資金不足比率は、昨年同様、赤字額等がないことから、
比率は算定されませんでした。

【健全化判断比率】
項　　目 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

健全化判断比率 － － 13.7 121.9
早期健全化基準 13.28 18.28 25.0 350.0

（単位：％）

■備　考　実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合、比率は算定されないことから「―」と表示されます。
■参　考　H24 実質公債費比率：13.7％　　H24 将来負担比率：121.3％

○実質赤字比率
地方公共団体の一般財源の標準規模を示す「標準財政規模」に対して、一般会計
等の実質赤字額が占める割合を示す指標です。実質赤字額がない場合は算定され
ません。

○連結実質赤字比率
「標準財政規模」に対して、地方公共団体の全会計（ただし、財産区特別会計は
含まない）の実質赤字額の合計額の占める割合を示す指標です。連結実質赤字額
がない場合は算定されません。

○実質公債費比率 一般会計の公債費や公営企業債の償還に充てるための繰出金等に係る財政負担の
程度を示す指標です。

○将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の「標準財政規模」に対する比率です。
算出された数値は、一般会計等が背負っている負債が、「標準財政規模」に対し、
どの程度であるかを表しています。

会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 － 20.0

勝沼ぶどうの丘事業会計 － 20.0

勝沼病院事業会計 － 20.0

下水道事業特別会計 － 20.0

簡易水道事業特別会計 － 20.0

【資金不足比率】

■備　考　資金不足額がない場合、比率は算定されないことから「―」と表示されます。

○資金不足比率 公営企業ごとの資金の不足額が、事業の規模に対してどの程度あるかを示す指標
です。資金不足額がない場合は算定されません。

◆お問い合わせ先　財政課　財政担当　☎３２ ‐ ５０６５
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サポートします！
　今年度より農地の貸し借りの新しい仕組み「農
地中間管理事業」が始まりました。
　この事業は、農業経営を縮小される方や相続
した農地の借り手を探している方などから、公
的機関である ｢山梨県農地中間管理機構｣ が農
地を借り受け、地域の担い手農家などに貸し出
しを行う事業です。 『地域の担い手農家に農地を
貸したい』『良い農地があれば借りたい』という
方はぜひお問い合わせください。
　また、農地の貸借、売買をしたときは、以下
の補助金が受けられる場合があります。
（農地中間管理機構に貸し付けた人にも一定の
条件を満たせば、協力金が支払われます。）

○甲州市農地流動化奨励補助金
【交付対象者の要件】
◇�甲州市内に住所を有し、“農地銀行”、または

農地法により農業委員会の決定を受け、次の
要件に該当する者。（一括生前贈与などの家族
間での移転は対象外です。）

◆農地を貸す側・売り渡す側
⑴�甲州市内に所有する農用地を「認定農業者」、

または「担い手農業者」に賃貸借・使用貸借、
または所有権の移転を行った者。（自らが認定
農業者、担い手農業者は除く。）

◆農地を借りる側・買い受ける側
⑵�上記⑴の者から農用地を借り受け、または買

い受けた「認定農業者」または「担い手農業者」。
※�「担い手農業者」は、下記の基準をすべて満

たす者とします。
①�農業経営面積が、申請農用地も含めて５０アー

ル（大和地域は３０アール）を超えていること。
②�意欲ある農業者で、農業従事日数が年間１５０

日以上であること。
【対象農地の要件】
◇�対象農用地は、１アール以上の農振農用地で

あること。
◇�対象農用地は、引き続き農地として利用する

ものであること。
【奨励補助金の額】　　　　　※１０アールあたりの額

貸借によるもの
貸付期間 貸付をする者

借りる者
（認定農業者、担い手

農業者に限る）
5 年以上～ 10 年未満 ５，０００円 １５，０００円

10 年以上 １０，０００円 ２０，０００円

売買によるもの
売り渡す者

買い受ける者
（認定農業者、担い手

農業者に限る）
１２，５００円 ２５，０００円

　　　　　　( １㎡単位で 100 円未満は切り捨て）
【申請手続き等】
◇�補助金の交付を受けようとする方は、所定の

申請書を本庁舎２階・農業委員会にご提出く
ださい。（申請用紙は農業委員会にあります。
また市のホームページからもダウンロードで
きます）

◇�提出期限は、該当する農用地の利用権の設定
が行なわれた年度の 3 月３１日までとなりま
す。

◇�申請いただいた内容が要件等を満たしたとき
は、申請者に通知いたします。

※�その他、詳細については、「甲州市農地流動化
奨励補助金交付要綱」等によります。

◆お問い合わせ先
　産業振興課　農地担当（農業委員会）
　☎３２ ‐ ５０９２

親元就農する方を応援します！！
　甲州市では、本市農業における将来の担い手の確
保及び育成を図ることを目的として、平成２５年４
月１日以降に親元に就農した、下記の対象者に対し
て補助金を交付します。
■対象者
　�農業者の２親等内の直系卑属であって以下のす

べてに該当する方
①市内に住所を有し、市内で農業経営を行う方
②�平成２５年度の年間農業従事日数が１５０日以上

の方
③就農日における年齢が４５歳未満の方
④�確定申告、または市民税・県民税の申告で事業

専従者とされている方
※�ただし、上記すべてに該当しても、青年就農給

付金を受けている方は対象となりません。
■補助金交付額
　�１年間（４月１日から翌年の３月３１日まで）に

つき１０万円
■申請に必要な物
①�親元就農支援補助金交付申請書（産業振興課に

備えてあります）
②�年間の農業従事が確認できる作業日誌等
　　　　　◆お問い合わせ先
　　　　　　産業振興課　果樹農林担当
　　　　　　☎３２ ‐ ５０９２

「貸したい人」 「借りたい人」
農地を
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まちの話題を　お届けします

　9 月１日から３日の日程で、山梨英和大学の学生が農家に
泊まりながら農業を体験してもらう「農村プレワーキングホ
リデー」を実施しました。 
　「農村ワーキングホリデー」は、農繁期などに手助けを必
要とする農家と、農業を体験したいという都市住民を結びつ
ける援農制度で、市では来年度からの本格実施に向け、今回
山梨英和大学と連携して試験的に行われたものです。参加し
た皆さんは「農業がこんなに楽しいとは思わなかった。また
参加したい」と農業のすばらしさを感じていました。 

農村プレワーキングホリデー開催！

　９月１日、東日本大震災をはじめ、各地で発生している
大規模災害の発生を想定し、地震災害対策本部運営訓練、
対策部ごとの訓練、消防団による火災防御訓練、負傷者搬
送訓練、塩山消防署員によるＡＥＤを使用した心肺蘇生の
実演及び実地講習など、実践的な総合防災訓練を行いまし
た。　　
　いつ起こるか予測できない災害に対して、市では、庁内
各課の連携と指示系統等の訓練を通じて「備えあれば憂い
なし」という言葉もあるように、普段から備えを万全にし
ておくことが、今の私たちに出来る、最善の防災対策であ
ることを再確認しました。

災害に備える・甲州市総合防災訓練

たわわに実ったぶどうの収穫体験

災害による出火を想定した火災防御訓練

　９月７日、玉宮分団は第４８回山梨県消防団員操法大会に
山梨県消防協会東山梨支部の代表として出場しました。
　玉宮分団の出場選手たちは、火災現場を想定した火点に放
水し撤収するまでを、迅速かつ的確な、息のあった小型ポン
プ操法を披露しました。
　惜しくも、優勝は逃しましたが、甲州市消防団の消防活動
の技術・士気の高さを十分に発揮していました。

玉宮分団  一糸乱れぬ小型ポンプ操法を披露

出
荷
に
向
け
、
箱
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た

第
48
回
山
梨
県
消
防
団
員
操
法
大
会
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　９月１３日、秋晴れのもと、新１００歳を迎える方々に
市長、市社会福祉協議会会長、民生委員児童委員連
絡協議会会長、老人クラブ連合会会長等が訪問し、長
寿のお祝いをいたしました。市内では今年度１９人が新
１００歳を迎え、この日は９名のお宅を訪問いたしまし
た。新１００歳の皆様は、訪問中、素敵な笑顔で歓談
を楽しみ、祝いのひと時を過ごしました。
　また９月１日現在、市内に１００歳以上の方は４０名お
り、最高齢は女性で１０６歳、男性で１０２歳と、全国で
も長寿のまちとなっております。市は引き続き、お年
寄りの方が笑顔で幸せに暮らせるまちづくりを目指し
ていきます。

　♪本年度、１００歳を迎える皆さん♪ ＊順不同
草谷美代治さん（下岩崎）	 塩澤はるゑさん（下於曽）
吉原サクヨさん（勝沼）	 益田　春子さん（下於曽）
池川　松惠さん（上於曽）	 雨宮　　進さん（千野）
村田　麻子さん（竹森）	 武藤　まつさん（藤木）
内藤　春子さん（三日市場）	 雨宮喜美惠さん（上於曽）
雨宮　佐法さん（上於曽）	 鈴木　花子さん（上塩後）
石塚　　操さん（赤尾）	 雨宮美津子さん（竹森）
中島　ウメさん（等々力）	 小谷野春吉さん（上岩崎）
武井サクエさん（休息）	 富山　信明さん（綿塚）
石井　シズさん（中原）

甲州市ニュース甲州市ニュース

田
辺
市
長
か
ら
お
祝
い
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

４

まちの話題を　お届けします

　９月４日、甲州市原産地呼称ワイン認証審査会は勝沼ぶどうの
丘で今年度の原産地呼称ワイン認証書の交付式を開催しました。
　４回目となる今年、過去最多となる３３点のワインが認証され
ました。３３点のうち原料に甲州市産ブドウを用いたものが２７
点、市外県内産ブドウを用いたものが６点となりました。
　市原産地呼称ワイン認証制度の基である「ワインの原料となる
ブドウの出自を明確に示す」ことへの理解が着実に進んでいます。
　なお、認証を受けたワインは、シールが貼られ、ぶどうの丘な
どで販売されます。

原産地呼称ワインを認定！！

各ワイナリーへ認証書を交付しました

過
去
最
多
、
33
点
の
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
上
に
は
、
市
原

産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
シ
ー
ル
が
輝
い
て
い
ま
し
た

祝！１００歳！
―�永きに渡り、社会に、家族に尽く
してくださった皆様に心からの敬
愛とお祝いを、そして、幾久しく
ご健勝であられますよう―
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省
エ
ネ
改
修
住
宅　
　
　
　
　
　

固
定
資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

　
平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い

る
住
宅
で
、
平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
窓
の
改
修
工

事
（
必
須
）
を
含
む
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工

事
を
行
い
、
改
修
工
事
後
に
原
則
と
し
て
3

ヶ
月
以
内
に
関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
、
申

告
し
た
場
合
に
は
、
工
事
完
了
の
翌
年
度
分

の
固
定
資
産
税
額
（
1
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル

相
当
分
ま
で
）
の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
、
お
よ
び

手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・
１
８
３
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅　
　
　

固
定
資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

　
65
歳
以
上
の
方
ま
た
は
介
護
保
険
法
の
要

介
護
認
定
、
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
る
方
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
居
住
す
る

住
宅
（
平
成
19
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
建
っ

て
い
る
も
の
）
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

浴
室
の
改
修
な
ど
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
工
事
を
行
い
、
改
修
工
事
後
、
原
則
と
し

て
3
ヶ
月
以
内
に
関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
、

申
告
し
た
場
合
、
工
事
完
了
の
翌
年
度
分
の

固
定
資
産
税
額
（
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相

当
分
ま
で
）
の
１
／
３
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
、
お
よ
び

手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・
１
８
３
）

耐
震
改
修
住
宅　
　
　
　
　
　
　

固
定
資
産
税
減
額
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
建
っ
て
い

る
住
宅
で
、
平
成
18
年
１
月
1
日
か
ら
平
成

27
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
耐
震
補
強
な

ど
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
耐
震
改
修

工
事
を
お
こ
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
改
修

工
事
後
、
原
則
と
し
て
3
ヶ
月
以
内
に
関
係

書
類
を
添
付
の
う
え
、
申
告
し
た
場
合
、
工

情
報

information

事
完
了
の
翌
年
度
か
ら
一
定
期
間
、
固
定
資

産
税
額
（
1
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま

で
）
の
１
／
２
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
減
額
に
つ
い
て
の
詳
細
な
要
件
、
お
よ
び

手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
資
産
税
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・
１
８
３
）

特
別
永
住
者
証
明
書
、
ま
た
は
在

留
カ
ー
ド
へ
の
切
替
は
お
早
め
に

　
従
来
の
外
国
人
登
録
証
明
書
を
お
持
ち
の

方
は
、
特
別
永
住
者
証
明
書
、
ま
た
は
在
留

カ
ー
ド
へ
の
切
替
申
請
が
必
要
で
す
。

　
特
別
永
住
者
証
明
書
に
つ
き
ま
し
て
は
市

役
所
市
民
課
で
、
在
留
カ
ー
ド
に
つ
き
ま
し

て
は
東
京
入
国
管
理
局
甲
府
出
張
所
で
の
申

請
と
な
り
ま
す
。

　
切
替
期
日
が
近
づ
く
と
窓
口
で
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
切
替
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
切
替
申
請
の
お
手
続
き
等
に
つ
き
ま
し
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
１

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
毎
年
、
計
量
法
に
基
づ
き
一
定

の
期
間
（
８
年
間
）
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー

タ
ー
を
無
料
で
交
換
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
ご
家
庭
に
は
、
市
が
委
託
し
た
水

道
事
業
協
力
会
の
係
員
が
敷
地
内
に
立
ち
入

り
、
交
換
作
業
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
交
換
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、

事
前
に
「
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
つ
い

て
」
と
い
う
文
書
を
お
送
り
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
交
換
期
間

　
10
月
１
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

　
（
検
針
月
が
奇
数
月
の
区
域
）

■
委
託
業
者

　
甲
州
市
水
道
事
業
協
力
会
20
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

　

�

㈲
橘
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
、
㈲
秋
山
設
備
、

塩
山
ヒ
タ
チ
商
会
、
㈲
大
藤
建
設
、
第
一

設
備
㈱
、
ト
ミ
ザ
ワ
設
備
、
㈲
日
栄
工

業
、
㈲
田
中
設
備
工
業
所
、
㈲
早
川
建
材

設
備
、
平
間
工
業
所
、
広
瀬
水
道
建
設
㈲
、

㈲
堀
内
設
備
、
三
科
設
備
、
㈱
雨
宮
工
務

店
、
㈲
岩
間
商
興
、
㈲
エ
ー
ス
、
内
藤
設

備
、
三
森
建
設
㈱
、
㈲
ラ
イ
フ
興
産
、
㈱

平
成
設
備

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
課　
総
務
担
当 

　
☎
32
‐
５
０
７
７
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フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
か
ら
臨
む

か
つ
ぬ
ま
ぶ
ど
う
郷

素
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
し

て
も
随
時
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
景
観
計
画
の
推
進
や
、
そ
の
他

の
景
観
形
成
全
般
に
関
わ
る
事
を
審
議
す
る

た
め
の
、「
景
観
審
議
会
」
を
継
続
し
て
設

置
す
る
に
あ
た
り
、
委
員
の
一
部
を
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
対
象

　

�

市
内
に
在
住
す
る
方
で
、
甲
州
市
の
景

観
づ
く
り
、
景
観
計
画
に
つ
い
て
ご
意
見
、

ご
関
心
を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
、
平
日
開
催
の

会
議
に
出
席
で
き
る
方
。
た
だ
し
、
常
勤

の
公
務
員
の
方
は
除
き
ま
す
。

■
募
集
人
員

　
若
干
名
（
委
員
総
数
は
15
名
程
度
）

■
任　
期

　

�

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間
（
年
２
回
～
４
回

程
度
開
催
予
定
）

■
応
募
方
法

　

�

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
主

題
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
（
様
式
自
由　

８
０
０
～
１
，
０
０
０
字
程
度
）
を
添
付

の
う
え
、
郵
送
、
持
参
に
よ
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
作
文
の
テ
ー
マ
】

　
「�
甲
州
市
の
良
好
な
景
観
に
関
す
る
私
の

意
見
」

※�

提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　
10
月
1
日
（
水
）
～
10
月
24
日
（
金
）

■
選　
考

　

�

選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
提
出
い
た
だ
い

た
作
文
を
基
に
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
選
考
が
終
了
し
だ
い
、
郵
送
に
よ
り

本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報

紙
面
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
提
出
先

　

�

甲
州
市
役
所
都
市
整
備
課

　
勝
沼
支
所

　
大
和
支
所

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
整
備
課　
計
画
指
導
・
景
観
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
２

※�

申
込
書
は
提
出
先
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
甲
州
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

「
甲
州
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画（
案
）」に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て 

　
病
原
性
が
高
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

同
様
の
危
険
性
の
あ
る
新
感
染
症
が
発
生
し

た
場
合
に
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護

し
、
国
民
生
活
及
び
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が

最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
政
府
・
県
行
動

計
画
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
け
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
実
施
に
係
る
基
本
的

な
方
針
等
を
定
め
る
計
画
で
す
。 

　
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
考
え
を
反
映
す
る
た
め
、
意
見
等
を
募

集
し
ま
す
。 

■�

「
甲
州
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て 

■
閲
覧
場
所 

○
甲
州
市
役
所
本
庁
舎

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
番
地
1 

○
甲
州
市
役
所
勝
沼
支
所

　
甲
州
市
勝
沼
町
勝
沼
７
５
６
番
地
1 

○
甲
州
市
役
所
大
和
支
所

　
甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野
１
６
９
３
番
地
1

○
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.koshu.

　
　
　

yam
anashi.jp/koshu/ 

■
募
集
期
間 

　
10
月
６
日
（
月
）
～
10
月
31
日
（
金
）

■
意
見
提
出
の
対
象
と
な
る
方 

①
市
内
に
住
所
の
あ
る
方 

②
市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
方 

③�

市
内
で
事
業
、
ま
た
は
活
動
を
行
う
法
人

や
団
体 

④�

市
に
対
し
て
納
税
義
務
が
あ
る
方
、
法
人

や
団
体 

⑤�

①
～
④
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
計
画
に

関
し
具
体
的
な
利
害
関
係
の
あ
る
方
、
法

人
や
団
体 

■
意
見
の
提
出
方
法 

　

�

意
見
は
任
意
の
様
式
に
、
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、

ま
た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
や
口
頭
に

よ
る
意
見
は
お
受
け
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�
ご
持
参
い
た
だ
け
る
場
合
は
本
庁
舎
健
康

増
進
課
・
勝
沼
支
所
・
大
和
支
所
の
い
ず

れ
か
に
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

◆
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
番
地
１

　
甲
州
市
役
所　
健
康
増
進
課

　
医
療
対
策
室　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４　

32
‐
３
０
７
２

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kenkouzoushin@
city.koshu.lg.jp

甲
州
市
景
観
審
議
会
の
委
員
を　

募
集
し
ま
す

　
良
好
な
景
観
づ
く
り
の
た
め
の
「
甲
州
市

景
観
計
画
」
を
策
定
し
、「
景
観
条
例
」
の

制
定
を
行
い
運
用
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
長
期
に
わ
た
り

継
続
し
て
行
っ
て
い
か
な
い
と
成
果
が
得
ら

れ
ず
、
多
岐
多
様
に
わ
た
る
景
観
の
構
成
要
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水
痘
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
定
期
化　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す
！

　
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、10
月
１
日
か
ら
水
痘
（
み

ず
ぼ
う
そ
う
）ワ
ク
チ
ン
が
定
期
の
予
防
接
種
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

�

１
～
２
歳
の
お
子
さ
ん
（
３
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

※�

水
痘
に
か
か
っ
た
お
子
さ
ん
や
既
に
２
回
接
種
が
完
了

し
て
い
る
お
子
さ
ん
は
接
種
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
接
種
回
数
と
標
準
的
な
接
種
間
隔

　
生
ワ
ク
チ
ン
を
合
計
２
回
接
種
。

　

�

初
回
接
種
後
６
ヶ
月
～
12
ヶ
月
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て

２
回
目
を
接
種
。（
最
低
３
ヶ
月
以
上
空
け
る
・
３
歳

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

※�

平
成
26
年
９
月
30
日
ま
で
に
任
意
（
自
費
）
で
１
回
接

種
を
し
て
い
る
場
合
は
、
３
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
に

１
回
だ
け
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

26
年
度
の
み
（
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
）
の
経
過
措
置

　

�

26
年
度
の
み
、３
～
４
歳（
５
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

の
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
１
回
接
種
が
可
能
で
す
。

※�

た
だ
し
、
既
に
水
痘
に
か
か
っ
た
お
子
さ
ん
や
、
任
意
で

１
回
で
も
接
種
を
し
て
い
る
場
合
は
接
種
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
26
年
９
月
30
日
ま
で
に
任
意
で

接
種
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
公
費
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
前
記
の
対
象
年
齢
に
な
る
お
子
さ
ん
に
は
個
人
通
知
を

発
送
い
た
し
ま
す
が
、
予
診
票
は
窓
口
に
て
接
種
履
歴
の

確
認
後
に
交
付
い
た
し
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
母
子
健
康

手
帳
を
ご
持
参
の
う
え
、
健
康
増
進
課
の
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
医
療
対
策
室

　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

子ども
インフルエンザ予防接種

■助成対象者
　�市内に住民登録されている１歳から小学校６年生

の方（対象者には個別通知を郵送しています）
■費用助成期間
　10月１日（水）～平成27年１月31日（土）
■公費助成
　１人につき１回　１，５００円（１回限り）
■自己負担額
　�医療機関に助成券を提出し、接種料金から１，

５００円を除いた額を医療機関の窓口でお支払い
ください。各医療機関により接種料金は異なりま
す。

■接種医療機関
　�個別通知に同封しました医療機関一覧表をご覧く

ださい。
※事前に医療機関に予約をしてください。
■予診票と助成券
　�対象者の方には個別通知で「予診票」と「子ども

インフルエンザ予防接種費用助成券」を郵送して
おります。

■注意
・�助成券及び予診票を忘れた場合は、接種を受ける

ことができません。また、実費で接種した場合は、
接種後領収書を市役所に持参されても費用の償還
払いはしませんので、必ず送付された予診票と助
成券を持参して予防接種を行ってください。

・�助成券や予診票を無くしたり、甲州市に転入され
た方などは、市役所の窓口にて発行（再発行）の
申請手続きを行ってください。

※�この予防接種は、保護者の責任に基づく任意接種
となります。

高齢者
インフルエンザ予防接種

■助成対象者
① �甲州市に住民登録をされている６５歳以上でイ

ンフルエンザの予防接種を希望される方。
② �甲州市に住民登録をされている６０歳から６５

歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に自己の
身辺の日常生活が極度に制限される程度の障害
のある方、及び、ヒト免疫不全ウイルスにより
免疫機能に日常生活がほとんど不可能な程度の
障害がある方で、インフルエンザの予防接種を
希望される方。

■費用助成期間
　10月１日（水）～平成27年１月31日（土）
■公費助成額
　１人につき１回　２，０００円（１回限り）
※�生活保護受給者の方は、費用免除で受けることが

できますが、市福祉課（福祉事務所）で発行する「被
保護証明」を接種する際に医療機関に提出する必
要がありますので、必ず事前に証明書発行の手続
きを済ませ、持参してください。

■接種場所
　かかりつけの医療機関
※医療機関に事前に予約をしてください。
■予診票
　�予診票は、各医療機関及び市役所健康増進課（窓

口２‐２）、または、勝沼・大和支所にあります。
■注意
　�実費で接種した場合には、接種後領収書を市に持

参されても接種費用の返還はいたしませんのでご
注意ください。

◆お問い合わせ先　健康増進課　医療対策室　健康企画・医療担当　☎３２ ‐ ５０１４
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高齢者の肺炎球菌ワクチンが
定期化されます
　予防接種法の改正により、１０月１日から高齢者の
肺炎球菌ワクチンが定期の予防接種になります。
■平成２６年度の対象者
①平成２６年度に次の年齢となる方
・65 歳（昭和 24 年 4 月 2 日生～昭和 25 年 4 月 1 日生）
・70 歳（昭和 19 年 4 月 2 日生～昭和 20 年 4 月 1 日生）
・75 歳（昭和 14 年 4 月 2 日生～昭和 15 年 4 月 1 日生）
・80 歳（昭和　9 年 4 月 2 日生～昭和 10 年 4 月 1 日生）
・85 歳（昭和　4 年 4 月 2 日生～昭和　5 年 4 月 1 日生）
・90 歳（大正 13 年 4 月 2 日生～大正 14 年 4 月 1 日生）
・95 歳（大正　8 年 4 月 2 日生～大正  9 年 4 月 1 日生）
・100 歳（大正　3 年 4 月 2 日生～大正  4 年 4 月 1 日生）
・101 歳以上（大正　3 年 4 月 1 日以前の生まれの方）
②�接種日当日に６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、

腎臓もしくは呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫の機能に障害を有する方

＊�過去に高齢者の肺炎球菌ワクチンを接種されたこと
がある方は、定期接種の対象外とします。

＊�平成２６年度から平成３０年度までの間は、経過措
置として年度内に６５・７０……１００歳までの５
歳刻み年齢になる方が対象となります。

＊�平成３１年度からは、新たに６５歳を迎える方のみ
が対象となる予定です。

＊�１０１歳以上の方は、今年度のみ対象となり平成
２７年３月３１日までが接種期間となります。

＊�接種をする際に、本人の意思の確認が容易でない場
合は家族、またはかかりつけ医の協力のもと、その
意思を確認していただき接種をしてください。明確
に本人の意思が確認できない場合は予防接種法に基
づく接種はできないこととなっていますので、ご注
意ください。

■接種期間
　�平成２６年度の対象者については平成２７年３月

３１日までが接種期間となります。
■接種費用
　�市からの費用助成額が１人につき１回４，０００円
（１回限り）となるので、各医療機関において４，
０００円を差し引いた金額をお支払いください。

※�生活保護受給者の方は、費用免除で受けることがで
きますが、市福祉課（福祉事務所）で発行する「被
保護証明」を接種する際に医療機関に提出する必要
がありますので、必ず事前に証明書発行の手続きを
済ませ、持参してください。

■接種場所
　�かかりつけの医療機関
※医療機関に事前に予約をしてください。
■予診票
　�対象年齢となる方には、個人通知と予診票を郵送しま

すが、過去に高齢者の肺炎球菌ワクチンを接種された
ことがある方は、定期接種の対象外とします。

～任意接種費用助成始めます !! ～
高齢者の肺炎球菌ワクチン費用助成
のお知らせ
　１０月１日から高齢者の肺炎球菌ワクチン接種が定
期の予防接種となりますが、対象年齢が限られている
ため、多くの高齢者の方が定期接種の対象外となって
しまいます。そこで、甲州市単独事業として、７５歳
以上で今年度定期の接種年齢からはずれる下記の方に
対し、任意接種の費用助成を行います。
　この事業は平成２９年度まで４年間の実施予定です。
■平成２６年度の対象者
・76 歳（昭和 13 年 4 月 2 日生～昭和 14 年 4 月 1 日生）
・77 歳（昭和 12 年 4 月 2 日生～昭和 13 年 4 月 1 日生）
・78 歳（昭和 11 年 4 月 2 日生～昭和 12 年 4 月 1 日生）
・79 歳（昭和 10 年 4 月 2 日生～昭和 11 年 4 月 1 日生）
・81 歳（昭和　8 年 4 月 2 日生～昭和　9 年 4 月 1 日生）
・82 歳（昭和　7 年 4 月 2 日生～昭和　8 年 4 月 1 日生）
・83 歳（昭和　6 年 4 月 2 日生～昭和　7 年 4 月 1 日生）
・84 歳（昭和　5 年 4 月 2 日生～昭和　6 年 4 月 1 日生）
・86 歳（昭和　3 年 4 月 2 日生～昭和　4 年 4 月 1 日生）
・87 歳（昭和　2 年 4 月 2 日生～昭和　3 年 4 月 1 日生）
・88 歳（昭和　元年 4 月 2 日生～昭和　2 年 4 月 1 日生）
・89 歳（大正 14 年 4 月 2 日生～大正 15 年 4 月 1 日生）
・91 歳（大正 12 年 4 月 2 日生～大正 13 年 4 月 1 日生）
・92 歳（大正 11 年 4 月 2 日生～大正 12 年 4 月 1 日生）
・93 歳（大正 10 年 4 月 2 日生～大正 11 年 4 月 1 日生）
・94 歳（大正　9 年 4 月 2 日生～大正 10 年 4 月 1 日生）
・96 歳（大正　7 年 4 月 2 日生～大正　8 年 4 月 1 日生）
・97 歳（大正　6 年 4 月 2 日生～大正　7 年 4 月 1 日生）
・98 歳（大正　5 年 4 月 2 日生～大正　6 年 4 月 1 日生）
・99 歳（大正　4 年 4 月 2 日生～大正　5 年 4 月 1 日生）
＊�過去に高齢者の肺炎球菌ワクチンを接種されたこと

がある方は、対象外とします。
＊�接種する際に、本人の意思の確認が容易でない場合

は家族、またはかかりつけ医の協力のもと、その意
思を確認していただき接種をしてください。明確に
本人の意思が確認できない場合は接種はできません
のでご注意ください。

■接種期間
　�平成２６年度の対象者については平成２７年３月

３１日までが接種期間となります。
■接種費用
　�市からの費用助成額が１人につき１回４，０００円
（１回限り）となるので、各医療機関において４，
０００円を差し引いた金額をお支払いください。

※�生活保護受給者の方は、費用免除で受けることがで
きますが、市福祉課（福祉事務所）で発行する「被
保護証明」を接種する際に医療機関に提出する必要
がありますので、必ず事前に証明書発行の手続きを
済ませ、持参してください。

■接種場所
　�かかりつけの医療機関
※医療機関に事前に予約をしてください。
■予診票と助成券
　�任意接種対象年齢の方で接種を希望する方は、お手

数ですが市役所健康増進課の窓口へお越しいただき、
過去の接種歴等の確認後発行される「予診票」と「費
用助成券」を医療機関へ持参してください。

◆お問い合わせ先　健康増進課　医療対策室　健康企画・医療担当　☎３２ ‐ ５０１４

■注意
・�助成券及び予診票がなければ助成を受けるこ

とができません。また、実費で接種した場合
は、接種後領収書を市役所に持参されても費
用の償還払いはしませんので、必ず窓口で発
行された予診票と助成券を持参して予防接種
を行ってください。
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注
射
済
票
」
の
装
着
も
必
要
で
す
。

　

�

物
言
え
ぬ
ペ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
名
札
は
帰

る
べ
き
場
所
を
示
す
も
の
。
首
輪
等
に
安

全
な
名
札
を
着
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
役
所　
環
境
政
策
課　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
４
３・
２
４
４
）

　
勝
沼
支
所　
市
民
福
祉
担
当　

　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
市
民
福
祉
担
当　

　
☎
48
‐
２
１
１
１

　
峡
東
保
健
所　
衛
生
課　
　
　

　
☎
20
‐
２
７
５
１

屋
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
（
処
理
基
準
に
従
わ
ず
に
行
わ
れ

る
廃
棄
物
の
焼
却
）
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

※�

違
反
者
は
罰
則
の
適
用
を
受
け
、
処
罰
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
次
の
も
の
は
燃
や
す
も
の
の
多
少
に
関
係

な
く
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

×
家
庭
か
ら
出
た
ゴ
ミ
や
廃
品
の
焼
却

×�

解
体
し
た
家
屋
か
ら
出
た
木
く
ず
や
廃
畳

等
の
焼
却

×
事
業
活
動
で
出
た
紙
く
ず
等
の
焼
却

×
霜
害
を
防
ぐ
た
め
の
廃
タ
イ
ヤ
等
の
焼
却

×�

農
業
用
の
マ
ル
チ
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に

使
用
し
た
ビ
ニ
ー
ル
類
の
焼
却

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
４
３・
２
４
４
）

ご
注
意
く
だ
さ
い
！　

●�

「
打
ち
上
げ
式
の
動
物
追
い
払
い
花
火

（
連
続
発
射
式
）」
に
よ
る
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
！

　
鳥
獣
等
の
動
物
を
追
い
払
う
た
め
に
用
い

ら
れ
る
動
物
駆
逐
用
花
火
（
連
続
発
射
式
）

の
使
用
中
に
、
持
ち
手
付
近
が
破
裂
し
、
指

を
欠
損
す
る
等
の
事
故
が
こ
れ
ま
で
に
４
件
、

全
国
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
該
花
火
は
、
原
則
、
手
に
持
っ
て
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
、
手
に

持
っ
て
使
用
す
る
場
合
は
、
販
売
事
業
者
が

提
供
す
る
専
用
の
手
持
ち
用
ホ
ル
ダ
ー
を
使

用
し
、
慎
重
に
取
り
扱
い
く
だ
さ
い
。

　
専
用
の
手
持
ち
用
ホ
ル
ダ
ー
で
金
属
製
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
変
形
、
さ
び
、
ひ
び
割

れ
等
の
異
常
が
あ
る
も
の
や
、
過
去
に
一
度

で
も
ホ
ル
ダ
ー
内
部
で
製
品
が
破
裂
等
の
異

常
燃
焼
し
た
も
の
は
、
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。（
専
用
ホ
ル
ダ
ー
の
使
用
に
つ
い
て

も
万
が
一
、
製
品
が
手
元
で
破
裂
等
し
た
場

合
は
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
は
出
来
て

も
、
被
害
を
完
全
に
防
止
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
た
め
、
ゴ
ー
グ
ル
、
耳
栓
、
皮
手
袋
な

ど
の
防
護
具
を
併
用
す
る
こ
と
を
お
願
い
し

ま
す
。）

●�
農
作
業
の
事
故
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
！

　
農
作
業
中
の
事
故
で
、
毎
年
４
０
０
名
も

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
農
家
の
皆

さ
ん
は
次
の
点
に
注
意
し
て
、
農
業
機
械
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
を　
　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

■
犬
の
飼
い
主
と
し
て
の
心
が
け

・�

犬
の
放
飼
い
は
飼
い
主
の
知
ら
な
い
所

で
他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
農
作
物
等

に
危
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
走
ら
せ
た

い
場
合
は
ド
ッ
グ
ラ
ン
広
場
な
ど
許
可
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・�

犬
の
糞
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
義
務
で

す
。
散
歩
の
際
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
参
す

る
な
ど
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
始
末
し

て
く
だ
さ
い
。

・�

飼
い
犬
の
首
輪
は
古
く
な
っ
た
り
締
め

が
ゆ
る
い
と
す
り
抜
け
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
年
に
１
度
、
首
輪
の
点
検
や
リ
ー

ド
の
調
整
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
猫
の
飼
い
主
と
し
て
の
心
が
け

・�

猫
は
放
飼
い
が
一
般
的
で
す
が
、
飼
い
主

の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
何
を
し
て
い

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
野
良
猫
と
区
別
を

す
る
た
め
に
首
輪
な
ど
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・�

事
故
防
止
、
寄
生
虫
、
感
染
症
予
防
の
た

め
に
も
出
来
る
だ
け
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・�

飼
い
猫
以
外
に
は
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。
野
良
猫
が
集
ま
っ
て
糞
尿
の
臭
い
、

発
情
期
の
鳴
声
、
望
ま
な
い
子
供
が
増
え

る
な
ど
ご
近
所
迷
惑
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

■
名
札
、鑑
札
、注
射
済
票
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

�

迷
子
に
な
っ
た
と
き
、
身
元
の
わ
か
る
名

札
を
着
け
て
い
れ
ば
無
事
飼
い
主
の
元
に

戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

�

犬
の
場
合
は
、「
鑑
札
」、「
狂
犬
病
予
防

・
作
業
に
適
し
た
服
装
と
す
る
。

・�

取
扱
説
明
書
や
安
全
ラ
ベ
ル
を
理
解
す
る
。

・
ほ
場
の
出
入
り
、
あ
ぜ
超
え
に
注
意
す
る
。

・�

農
機
具
を
扱
う
前
に
、
点
検
及
び
整
備
を

行
う
。

・�

棚
や
支
柱
、
針
金
等
は
目
印
を
つ
け
て
目

立
た
せ
る
。

　
「
慣
れ
て
い
る
」
か
ら
油
断
が
生
じ
大
き

な
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。「
農
作
業
は
、

焦
ら
ず
、
急
が
ず
、
慎
重
に
！
」
を
合
言
葉

に
安
全
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
果
樹
農
林
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
９
２

野
生
鳥
獣
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　
野
生
鳥
獣
（
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
）
に

よ
る
被
害
の
現
状
や
狩
猟
の
果
た
す
役
割
・

意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
鳥
獣
害
対
策
に
取
り

組
む
気
運
を
高
め
る
た
め
、
次
の
と
お
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　
11
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分　

　
　
　
　
　
（
開
場　
午
後
1
時
）

■
場　
所　
甲
斐
市
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
　
　
　
　
（
甲
斐
市
下
今
井
２
３
０
）

■
申
込
期
限　
10
月
31
日
（
金
） 

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
森
林
環
境
部　
み
ど
り
自
然
課

　
自
然
保
護
担
当

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
２
０

　

０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
０
７
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平
成
27
年
版　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
日
誌
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
・

新
農
家
暦
の
予
約
受
付
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
版
の
農
業
日
誌
等
の
予
約
申
込

み
を
下
記
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

①
各
農
事
組
合
長
に
申
込
み

②�

市
役
所
産
業
振
興
課
ま
た
は
勝
沼
支
所
、

大
和
支
所
に
予
約
申
込
み

※�

①
、
②
と
も
申
込
み
の
際
は
、
申
込
書
と

共
に
下
記
の
金
額
を
添
え
て
予
約
申
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
お
つ
り
の

用
意
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
お
つ
り

が
で
な
い
金
額
で
申
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。　

■
予
約
価
格

○
農
業
日
誌　
　
　
　
１
，
２
１
５
円

　
（
Ｂ
６
判
６
０
０
頁
）

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌　
１
，
２
１
５
円

　
（
Ｂ
５
判
３
４
０
頁
）

○
新
農
家
暦　
　
　
　
　
　
４
１
６
円

　
（
Ａ
５
判
88
頁
）

■
申
込
期
限

①�

各
農
事
組
合
長
に
申
し
込
む
場
合
は
、
農

事
組
合
長
の
指
定
し
た
期
日

②�

市
役
所
産
業
振
興
課
ま
た
は
勝
沼
支
所
、

大
和
支
所
に
申
し
込
む
場
合
は
、
10
月
27

日
（
月
）
ま
で
。

※�
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
と
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

■
引
渡
し

　

�

11
月
下
旬
頃
に
日
誌
等
が
届
く
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
届
き
次
第
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
の
で
、
市
役
所
産
業
振
興
課
、
ま
た

は
勝
沼
支
所
、
大
和
支
所
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

◆
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
果
樹
農
林
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
９
２　

　
勝
沼
支
所　
地
域
振
興
課　
　
　
　

　
☎
44
‐
１
１
１
１　

　
大
和
支
所　
地
域
振
興
課　
　
　

  

　
☎
48
‐
２
１
１
１

家
事
援
助
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

　
高
齢
者
の
家
事
援
助
に
必
要
な
介
護
入
門

講
座
や
料
理
・
清
掃
を
講
義
と
実
習
で
学
び
、

整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２
級
を
取
得
し
て

就
業
を
目
指
し
ま
す
。

■
日　
時

　

�

11
月
11
日(

火)

～
11
月
20
日
（
木
）
の

間
の
５
日
間

■
場　
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

■
定　
員　
20
名

■
受
講
料　
無　
料

■
締
切
日　
10
月
24
日(

金)

■
対
象
者　

①�

就
職
・
就
業
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
の
高

年
齢
者
を
対
象
。

②�

公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登
録
が

必
要
で
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�（
公
社
）
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会

　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

平成 27年度コミュニティ
助成事業の募集について

　一般財団法人自治総合センター（以下「自治
総合センター」という。）が実施するコミュニ
ティ助成事業（宝くじの社会貢献広報事業）の
対象事業を募集します。
■助成事業の概要と助成金額
①�一般コミュニティ助成事業
　(100 万円～ 250万円 )
　�コミュニティ活動の促進に直接必要な設備の

整備に関する事業
②コミュニティセンター助成事業
　(総事業費の 3/5 以内、上限 1,500 万円 )
　�コミュニティ活動を積極的に推進するための

集会施設の建設整備に関する事業
③自主防災組織育成助成事業 (200 万円まで )
　�自主的防災組織が行う災害の被害防止活動及

び軽減活動に直接資するものの整備に関する
事業
④青少年健全育成助成事業
　(30万円～ 100万円 )
　�青少年の健全育成に資するため、主として親

子で参加するソフト事業
⑤地域国際化推進助成事業（200万円まで）
　�地域における国際化の推進に資する活動を行

う民間組織が実施する多文化共生、国際理解
推進など地域レベルでの国際化の推進に資す
る事業

■注意事項
・�この事業は市を経由して自治総合センターに

申請されるもので、直接の申請はできません。
・�複数の申請があった場合は、事業内容に応じ

て市が優先順位付けを行います。
・�審査は自治総合センターが行うものであり、

申請により必ずしも採択されるものではあり
ません。

・�助成対象事業は、平成 27 年 4 月 1 日以降に
実施し、平成 28 年 3 月 31 日までに完了す
る事業となります。

・�事業の内容により市の担当課が異なるほか、
事業区分に応じ個別に助成対象経費等の設定
がありますので、申請をご希望する場合は事
前にお問い合わせのうえ指定された担当課と
ご協議ください。

・�詳細な事業内容等資料につきましては、甲州
市ＨＰ及び政策秘書課窓口で入手可能です。

■締切日　１０月３０日 ( 木 )
※�事業内容所管課との協議を１０月１７日 ( 金 )

までに実施してください。
◆お問い合わせ先　
　政策秘書課  政策調整担当  ☎ 32 ‐ ５０６４
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し
い
ゲ
ー
ム
（
お
み
や
げ
付
）

■
日　
時　
11
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
15
分
集
合

■
場　
所　
塩
山
駅
北
口

※
ザ
ゼ
ン
草
公
園
ま
で
送
迎
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
人
数

　
10
名
（
女
性
の
み
）　

■
参
加
費

　

�

４
，
０
０
０
円
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
代
、
保

険
代
、
昼
食
Ｂ
Ｂ
Ｑ
代
）

■
申
し
込
み
先

　
つ
な
ぐ　
イ
ベ
ン
ト
係

　
☎
０
８
０
‐
１
２
２
３
‐
８
３
０
２

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
玉
宮
フ
ッ
ト
パ
ス
の
会

　
☎
０
９
０
‐
７
７
１
８
‐
６
９
８
７

近
代
産
業
遺
産　

宮
光
園
白
蔵　

完
成
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

■
日　
時　
10
月
25
日
（
土
）
午
後
2
時

　
　
　
　
　
（
開
場　
午
後
１
時
30
分
）

■
会　
場　
宮
光
園
白
蔵

■
出
演
者　
萩
原　
隆
（
サ
ッ
ク
ス
）

　
　
　
　
　
青
木
久
佳
（
ピ
ア
ノ
）

■
定　
員　
１
０
０
名
（
電
話
予
約
制
）

■
申
込
締
切
日　
10
月
17
日(

金)
※
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
曜
日
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
）

■
観
覧
料

　

�

２
０
０
円
（
20
歳
未
満
の
方
及
び
20
歳
以

上
の
学
生
は
１
０
０
円)

■
駐
車
場

　

�

㈱
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
ワ
イ
ナ

２
０
１
４
フ
ッ
ト
パ
ス

甲
州
街
道・勝
沼
宿
と
宮
光
園
を
巡
り
、

歴
史
あ
る
ぶ
ど
う
文
化
を
楽
し
む

■
日　
時　
10
月
18
日
（
土
）
※
小
雨
決
行

　
　
受
付　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
出
発　
午
前
９
時
（
終
了　
正
午
）

■
集
合
場
所　
勝
沼
氏
館
跡

■
定　
員　
30
名　

■
参
加
費　

�

１
，
０
０
０
円
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
代
、
保
険
代
、
お
茶
代
な
ど
）

■
案　
内

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会

■
申
し
込
み
先

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

あ
る
～
く 

こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会
事
務
局

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
９
２
）

ほ
う
と
う
祭
り
竜
門
峡
フ
ッ
ト
パ
ス

　
日
川
渓
谷
・
竜
門
峡
を
歩
き
、
武
田
家
の

歴
史
を
今
に
伝
え
る
古
刹
・
栖
雲
寺
を
観
て

ほ
う
と
う
祭
り
に
参
加
し
ま
す
。

（
ほ
う
と
う
祭
り
へ
の
参
加
は
自
由
で
す
。）

■
日　
時　
11
月
2
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

　
　
受
付　
午
前
９
時
30
分
～
９
時
45
分

　
　
出
発　
午
前
10
時
（
予
定
）

■
集
合
場
所　
竜
門
峡
第
１
駐
車
場

　
駐
車
場　
竜
門
峡
第
１
駐
車
場

　
　
　
　
　
竜
門
峡
第
２
駐
車
場

○�

コ
ー
ス　
竜
門
峡
入
口
→
天
目
山
栖
雲
寺

→
や
ま
と
天
目
山
温
泉
（
コ
ー
ス
に
は
上

り
坂
が
あ
り
ま
す
。）

○
歩
行
距
離　
約
３
．
５
ｋ
ｍ

○
歩
行
時
間　
約
２
時
間
30
分

※�

無
料
バ
ス
あ
り
〔
運
行
コ
ー
ス
〕
や
ま
と

天
目
山
温
泉
→
日
川
渓
谷
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
→
甲
斐
大
和
駅
（
無
料
送
迎
バ
ス
は
、

午
前
11
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
運
行

し
ま
す
。）

■
定　
員　
20
名

■
参
加
費　
無　
料

■
申
込
締
切
日　
10
月
24
日
（
金
）

■
主　
催

　
武
田
陣
中
ほ
う
と
う
祭
り
実
行
委
員
会

■
共　
催

　
甲
州
市
観
光
協
会

　
あ
る
～
く　
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　

�

武
田
陣
中
ほ
う
と
う
祭
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
観
光
交
流
課
内
）

　
☎
32
‐
５
０
０
０　

32
‐
５
１
７
４

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kankou@
city.koshu.lg.jp

♡
２
０
１
４
婚
活
フ
ッ
ト
パ
ス
♡

　
自
然
と
人
情
豊
か
な
玉
宮
で
素
敵
な
出
会

い
が
待
っ
て
ま
す
！

　
ザ
ゼ
ン
草
公
園
で
、
地
元
の
採
れ
た
て
野

菜
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
小
倉
山
ハ
イ
キ
ン
グ
や
、
楽

リ
ー
勝
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
５
０
０
０

第
27
回
東
山
梨
地
区
駅
伝
競
走
大

会
参
加
募
集

■
日　
時　
11
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
（
開
会
式
）

■
コ
ー
ス

　
甲
州
市
塩
山
体
育
館
周
辺
コ
ー
ス

■
参
加
者
募
集

○
小
学
生
男
子
の
部
・
女
子
の
部

○
中
学
生
男
子
の
部
・
女
子
の
部

○
一
般
の
部

※�

申
込
用
紙
は
、
生
涯
学
習
課
の
窓
口
に
設

置
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

　

�

小
・
中
学
生
の
部
の
申
込
書
は
、
各
ス
ポ

少
・
学
校
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
。

■
申
込
締
切　
10
月
27
日
（
月
）

※
生
涯
学
習
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
願
い　
　

　

�

大
会
当
日
は
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
当
日
は
大
会
の
影
響
で
周

辺
道
路
が
混
雑
す
る
恐
れ
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
９
８　

32
‐
５
１
７
２
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児
童
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
予
定

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○　
※
参
加
無
料

■
内　
容　
リ
ズ
ム
あ
そ
び

　

�「
秋
の
う
た
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
踊
っ

た
り
し
ま
す
」

■
日　
時　
10
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
会　
場　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
園
の
親
子

■
持
ち
物　
上
履
き

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
９
０
０

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○　
※
参
加
無
料

■
内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

�「
親
子
で
ゆ
っ
く
り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
も
う
」

■
日　
時　
10
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
会　
場　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
1
歳
以
下
の
親
子

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
○　
※
参
加
無
料

■
内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

�「
親
子
で
ゆ
っ
く
り
肌
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
も
う
」

■
日　
時　
10
月
30
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
会　
場　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
1
歳
以
下
の
親
子

■
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

　
☎
44
‐
３
７
２
３

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　
　

『
魔
法
を
す
て
た
マ
ジ
ョ
リ
ン
』

■
日　
時　
平
成
27
年
１
月
12
日
（
月・祝
）

　
　
　
　
　
午
後
４
時
～

　
　
　
　
　
（
開
場　
午
後
３
時
30
分
）

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

■
入
場
料
（
全
席
指
定
）
３
歳
以
上
有
料

・
Ｓ
席　
４
，
０
０
０
円

・
Ａ
席　
３
，
０
０
０
円

・
Ｂ
席　
２
，
０
０
０
円

　
（
３
歳
未
満
の
着
席
鑑
賞
は
有
料
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始

　
10
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
～

■
入
場
券
販
売
所

○
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

※
電
話
予
約
可
（
10
月
15
日
～
）

○
劇
団
四
季
予
約
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
‐
４
８
９
４
４
４

　
（
午
前
10
時
～
）

○�

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ 

Ｏ
Ｎ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
チ
ケ
ッ
ト

　
（
午
前
10
時
～
）
24
時
間
受
付

※
ア
ド
レ
ス　

http://489444.com

◆
主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　

　
☎
32
‐
１
４
１
１

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

月
曜
日
・
祝
日
（
祝
日
と
月
曜
日
が
重
な

る
と
き
は
そ
の
翌
日
）・
年
末
年
始
（
12

月
28
日
～
１
月
４
日
）
休
館

「
月
の
し
ず
く
作
り
」
参
加
者
募
集

　
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
甲
州
ぶ
ど
う

を
使
っ
た
「
月
の
し
ず
く
」
を
作
り
ま
す
。

　
生
の
甲
州
ぶ
ど
う
を
１
粒
ず
つ
砂
糖
蜜
で

包
み
込
ん
だ
甘
酸
っ
ぱ
い
お
菓
子
で
す
。

■
日　
時　
10
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場　
所　
勝
沼
市
民
会
館 

１
階 

調
理
室 

■
定　
員　
20
人

■
参
加
費　
無　
料

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

甲
州
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

事
務
局

　
産
業
振
興
課　
果
樹
農
林
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
９
２

「
短
歌
教
室
」
を
開
催
し
ま
す

　
あ
な
た
の
日
常
生
活
を
五
・
七
調
の
短
歌

に
し
て
残
し
ま
せ
ん
か
。

　
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

■
開
催
日

　

�

10
月
23
日
（
木
）、
11
月
13
日
（
木
）、

　
12
月
11
日
（
木
）、
１
月
15
日
（
木
）、

　
２
月
12
日
（
木
）、
３
月
19
日
（
木
）

※
６
回
通
し
て
の
開
催
で
す
。

■
時　
間　
午
後
１
時
～
３
時

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館 

２
階 

第
１
会
議
室

■
講　
師　
塩
山
短
歌
部 

他

■
主　
催　
甲
州
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
短
歌
教
室
実
行
委
員
会

■
申
込
期
限　
10
月
15
日
（
水
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
地
域
文
化
協
会　
短
歌
部

　
☎
33
‐
４
０
８
２
（
芦
沢
）

甲
州
市
勝
沼
文
化
協
会　
　
　
　

い
ろ
ど
り
の
会
「
絵
手
紙
教
室
」

　
ぶ
ど
う
の
収
穫
も
終
わ
り
、
夜
長
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。

　

甲
州
市
勝
沼
文
化
協
会
「
い
ろ
ど
り
の

会
」
で
は
、
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
絵
手
紙

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時

　
11
月
18
日
（
火
）・
12
月
２
日
（
火
）

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
夜
間
の
部　
午
後
７
時
30
分
～
10
時

■
場　
所

　
勝
沼
中
央
公
民
館　
２
階　
会
議
室

■
定　
員　
20
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費　
無　
料

■
申
込
方
法

　

�

勝
沼
中
央
公
民
館
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
申
し
込
み
先

　
勝
沼
中
央
公
民
館

　
☎
44
‐
２
１
０
０　

44
‐
０
１
１
０

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
勝
沼
文
化
協
会　
い
ろ
ど
り
の
会

　
（
代
表　
福
田
和
美
）

　
☎
44
‐
２
３
７
１　

44
‐
２
０
１
４
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釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

◎
特
別
展　
『
土
偶
』

　
　
　
～
１
，
１
１
６
個
の

　
　
　
　
　
　
釈
迦
堂
の
土
偶
た
ち
～

■
期　
間

　
10
月
１
日
（
水
）
～
12
月
15
日
（
月
）

■
場　
所　
企
画
展
示
室

　
釈
迦
堂
遺
跡
で
は
１
，
１
１
６
個
も
の
土

偶
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
全
国
か

ら
出
土
し
て
い
る
土
偶
の
一
割
近
く
を
占
め

ま
す
。
ま
た
、
数
の
多
さ
だ
け
で
な
く
様
々

な
形
を
し
た
も
の
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
釈

迦
堂
遺
跡
の
土
偶
は
そ
の
数
や
形
態
、
制
作

方
法
や
遠
く
離
れ
て
出
土
し
た
も
の
が
接
合

す
る
な
ど
資
料
的
価
値
も
高
く
、
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

◎
秋
の
本
格
縄
文
時
代
体
験
教
室

①
『
縄
文
土
器
を
作
ろ
う
』

　

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
と
同
じ
よ
う

に
、
粘
土
を
使
っ
た
本
格
的
な
土
器
作
り
体

験
で
す
。
高
さ
約
20
㎝
の
土
器
を
作
り
、
野

焼
き
を
行
い
ま
す
。

■
日　
時　
成　
形　
10
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　
野
焼
き　
11
月
22
日
（
土
）

②
『
土
偶
を
作
ろ
う
』

　
本
格
的
な
土
偶
作
り
体
験
で
す
。
作
っ
た

土
偶
は
野
焼
き
を
行
い
ま
す
。

■
日　
時　
成　
形　
10
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
野
焼
き　
11
月
22
日
（
土
）

※
全
開
催
日
と
も
午
前
10
時
か
ら

■
材
料
代　
土
器
・
土
偶
と
も
各
２
０
０
円

■
そ
の
他

・�

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
成
形・

野
焼
き
の
両
日
参
加
で
き
る
方
に
限
り
ま

す
。）

・�

小
学
３
年
生
以
下
は
親
子
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

・
野
焼
き
は
ス
タ
ッ
フ
が
行
い
ま
す
。

◎
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト　
開
催

　
11
月
３
日
は
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
の
誕
生

日
。
こ
れ
を
記
念
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
当
日
は
入
館
無
料
で
す
。

■
日　
時　
11
月
３
日
（
祝
）
午
前
10
時
～

■
内　
容　

○
薄
茶
席
ふ
る
ま
い　

※�
先
着
１
０
０
名
様
。
終
わ
り
次
第
終
了
と

な
り
ま
す
。

○
「
お
お
む
か
し
の
人
の
絵
」
表
彰
式

○
収
蔵
庫
特
別
公
開
（
午
後
３
時
ま
で
）

◎
「
お
お
む
か
し
の
人
の
絵
」
展

　
地
元
の
小
学
生
の
み
な
さ
ん
が
描
い
た
作

品
を
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

■
期　
間

　
10
月
１
日
（
水
）
～
12
月
15
日
（
月
）

　
（
特
別
展
開
催
期
間
中
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３

※
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

※
入
館
料

　
（
一
般
・
大
学
生
）　
２
０
０
円

　
（
小
・
中
・
高
生
）　
１
０
０
円

※
休　
館

　

�

火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
（
土
・
日
を
除
く
）

「
朗
読
の
集
い
」
の
ご
案
内

　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
ま
び
こ

会
で
は
、
秋
の
昼
下
が
り
の
ひ
と
時
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
と
、
朗
読
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　
10
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
西
公
民
館

■
内　
容

　
詩
、
小
説
、
ス
ラ
イ
ド
絵
本
な
ど

■
主　
催　
や
ま
び
こ
会

■
後　
援　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
甲
州
市
教
育
委
員
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校　
　
　

陶
芸
教
室

■
日　
時

　
10
月
21
日
（
火
）、
28
日
（
火
）

　
11
月
11
日
（
火
）、18
日
（
火
）、25
日
（
火
）

　
12
月
9
日
（
火
）

※
時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

※
予
備
日　
12
月
16
日
（
火
）

■
場　
所　
甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校

　
　
　
　
（
甲
州
市
大
和
町
田
野
１
１
６
）

■
内　
容

　

�

自
作
の
食
器
類
で
、
食
卓
を
彩
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
初
心
者
の
方
で
も
先
生
の
指
導

の
下
、
ご
家
庭
で
ご
使
用
で
き
る
お
皿
・

小
鉢
・
マ
グ
カ
ッ
プ
作
り
な
ど
が
可
能
で

す
。
作
品
作
り
は
、
形
成
・
素
焼
き
・
ヤ

ス
リ
が
け
・
絵
付
け
（
希
望
者
の
み
）・

釉
薬
掛
け
・
本
焼
き
の
工
程
で
行
い
ま
す
。

※
全
６
回
開
催
い
た
し
ま
す
。

※�

作
品
作
り
に
は
２
日
間
ご
参
加
い
た
だ
か

な
い
と
完
成
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

完
成
し
た
も
の
は
作
品
展
を
行
い
、
み
な

さ
ん
で
作
成
し
た
作
品
を
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
講　
師　
柏
原
由
和
先
生（
思
案
洞
講
師
） 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

�

20
年
前
に
陶
芸
家
と
し
て
穴
窯
場
を
継
ぐ
。

地
元
と
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
穴
窯
の
焼

成
と
講
師
活
動
に
勤
め
、
甲
斐
の
国
大
和

自
然
学
校
の
陶
芸
講
師
と
し
て
の
活
動
も

行
っ
て
い
る
。

■
対　
象　
18
歳
以
上
の
方

■
定　
員　
定
員
15
名（
少
人
数
で
も
開
催
）

■
参
加
費　

�

１
回
２
，
０
０
０
円

　
　
　
（
指
導
料
、
粘
土
代
、
焼
成
代
含
む
）

■
持
ち
物

　

�

汚
れ
て
も
い
い
服
、
防
寒
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

上
履
き
（
当
方
で
も
ス
リ
ッ
パ
を
ご
用
意

し
ま
す
が
個
人
で
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
）、

飲
み
物
（
あ
た
た
か
い
麦
茶
も
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
） 

■
そ
の
他

　

�

大
和
町
内
、
Ｊ
Ｒ
甲
斐
大
和
駅
か
ら
の
送

迎
も
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校
（
依
田
）

　
☎
48
‐
２
７
７
９



29 広報こうしゅう

　市及び甲州ワインの振興に関する条例検討委員会
では、甲州ワインの普及と地場産業への理解及び郷
土愛を高めていただくため「ワイン」を題材とした
川柳を募集します。
　皆様の投稿をお待ちしております。奮ってご応募
ください。
１．応募要項
⑴�応募対象者：県内在住及び通学・通勤者で、募集

期間中、甲州市を訪れ投稿された方
⑵�応募課題：「ワイン」にかかわる川柳で、自作・

未発表の作品２句まで
⑶�応募期間：１０月１５日（水）～１２月１日（月）
　［郵送の場合は、当日消印有効］
⑷�入賞発表：平成２７年１月１５日（木）（入選さ

れた方には結果をご連絡します。）
⑸�審査方法：山梨県川柳協会による書類審査で選考

します。
⑹�表 彰 式：平成２７年３月に開催される「ワイン

ゼミナール」にて表彰します。
⑺ 賞 品
　①金賞（市長賞）：
　　１点　１０，０００円相当のワイン
　②銀賞（議長賞）：
　　１点　５，０００円相当のワイン

　③銅賞（教育長賞）：
　　１点　３，０００円相当のワイン
　④奨励賞（条例検討委員会会長賞）：
　　１点　２，０００円相当のワイン
　⑤入選
　１０点　１，０００円相当のワイン関連グッズ
※�①から④までの該当者が未成年の場合は、ぶどう

ジュース及び図書券等とする。
２．応募方法
⑴�直接持参するか、葉書・封書または FAX・メー

ルで応募してください。
⑵�郵便番号・住所・氏名（ふりがなも記入）・雅号・

性別・年齢・電話番号を明記してください。
⑶お問い合わせ及び応募先
　〒 404-8501　甲州市塩山上於曽 1085 番地１
　甲州市役所　産業振興課　ワイン・商工担当
　 「ワイン川柳募集」係
　３２ ‐ ５１７４
　メール：sangyou@city.koshu.lg.jp
３．その他
　�応募作品の取り扱いについては、「甲州市ワイン

川柳実施要綱」に準じます。
　�要綱は、甲州市各庁舎及び図書館等や市ホーム

ページでご覧いただけます。

ワイン川柳の募集について

■
定　
員　
２
，
０
０
０
人
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
締
切
日　
11
月
10
日
（
月
）

※
は
が
き
の
場
合
は
必
着

■
申
し
込
み
方
法

　

�

生
涯
学
習
課
、
ま
た
は
甲
州
市
体
育
協
会

（
塩
山
体
育
館
内
）
ま
で
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

は
が
き
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

�

な
お
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
、
メ
ー
ル
で
申

し
込
む
際
は
、「
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
人
数
・
希
望
コ
ー
ス
・
会
場
ま
で
の

交
通
手
段
」
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

①
甲
州
市
役
所　
生
涯
学
習
課

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
☎
32
‐
５
０
９
８　

32
‐
５
１
７
２

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

s-gakushu@
city.koshu.lg.jp

②
甲
州
市
体
育
協
会

　
〒
４
０
４
‐
０
０
５
３

　
甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
１
８
５
４

　
☎
32
‐
１
１
１
６　

32
‐
２
８
３
７

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

sports1@
kcnet.ne.jp

　
市
で
は
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
、
晩
秋
の
甲
州

市
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
「
２
０
１
４
健

康
ウ
オ
ー
ク
IN
甲
州
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

■
日　
時

　
11
月
16
日
（
日
）
※
少
雨
決
行

　
受　
付　
　
午
前
7
時
30
分
～

　
開
会
式　
　
午
前
8
時
30
分
～

　
ス
タ
ー
ト　
午
前
9
時

■
会　
場

　
甲
州
市
勝
沼
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
種　
目　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
3
種
目
）

①�

国
宝
大
善
寺
と
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
コ
ー

ス　

　
約
８
㎞　
健
脚
コ
ー
ス

②�

お
こ
や
っ
さ
ん
（
立
正
寺
）
と
寺
町
散

策
コ
ー
ス

　
約
６
．
５
㎞　
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス

③�

近
代
産
業
遺
産
コ
ー
ス

　
約
４
㎞　
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス

■
参
加
費　
1
人
２
０
０
円

※�
小
学
生
未
満
は
無
料
。
当
日
受
付
で
徴

収
し
ま
す

■
参
加
賞　
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
他

※�

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
有
り
（
と
ん
汁
、

甲
州
ぶ
ど
う
）

参
加
者
募
集
!!　
11
月
16
日
（
日
）

２
０
１
４
健
康
ウ
オ
ー
ク
IN
甲
州 

開
催
!!

会場での出店者募集中！（出店無料）
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・
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
１
０
０

無
料
調
停
相
談
会

　
交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物
・
公
害
・

家
庭
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
調
停
委
員
が

調
停
手
続
き
の
利
用
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
日　
時　

　
10
月
４
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
場　
所　

　
甲
府
市
役
所　
１
階　
市
民
活
動
室

■
内　
容

　

�

生
活
の
中
で
生
じ
る
身
近
な
ト
ラ
ブ
ル

（
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
・
離
婚
・
親
族
間
紛
争
・

土
地
建
物
問
題
な
ど
）

■
相
談
担
当

　

�

民
事
・
家
事
調
停
委
員
（
弁
護
士
等
専
門

家
を
含
む
）

■
主　
催　

　
日
本
調
停
協
会
連
合
会

　
山
梨
調
停
協
会
甲
府
支
部

■
後　
援

　
最
高
裁
判
所　

　
甲
府
地
方
家
庭
裁
判
所

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
（
甲
府
市
中
央
１
‐
10
‐
７
）

　
総
務
課　
庶
務
係

　
☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
３

無
料
法
律
相
談

■
日　
時

　
10
月
15
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

■
対　
象　
市
内
在
住
者

■
定　
員

　
７
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※�

こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

す
。
10
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・�

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
消
費
生
活
相
談

　
市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

■
日　
時

　
10
月
24
日
（
金
）

　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
市
内
在
住
者

■
定　
員

　
12
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

■
内　
容

　

�

消
費
生
活
関
連　
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
な
ど

■
そ
の
他

・
相
談
時
間
は
１
人
に
つ
き
30
分
で
す
。

・�

こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
、
完
全
予
約

制
で
す
。

・�

10
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
す
る
事
項
を

よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類
等
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

■
日　
時

　
10
月
９
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
市
内
在
住
者

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

　

�

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
行
政
相
談

■
日　
時

　
10
月
17
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場　
所

　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
市
内
在
住
者

※�

こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

　

�

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

10
月
20
日
（
月
）
～
26
日
（
日
）
は 

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す

　
秋
の
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
年
金
、
福
祉
、
登
記
事
務
、
道
路
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
等
、
国
や
県
な
ど
の
仕
事
に
つ
い

て
困
っ
た
と
き
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か

分
か
ら
な
い
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
10
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８
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行
政
書
士
無
料
相
談
会

■
日　
時　

　
10
月
18
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場　
所　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
会
議
室

■
内　
容

　

�

相
続
、
遺
産
、
農
地
利
用
関
係
、
会
社
等

法
人
設
立
、
建
設
業
・
飲
食
業
・
運
送
業

等
各
種
営
業
許
可
、
自
動
車
の
登
録
・
廃

車
・
車
庫
証
明
等
、
外
国
人
の
出
入
国
在

留
関
係
、
契
約
書
、
内
容
証
明
等
、
成
年

後
見
制
度
に
つ
い
て　
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
行
政
書
士
会
峡
東
支
部

　
☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
０
０
０
１

巡
回
児
童
相
談　

■
日　
時

　
10
月
16
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
会
議
室
Ｂ

■
対　
象

　

�

市
内
在
住
の
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の

保
護
者

■
内　
容

　
中
央
児
童
相
談
所
職
員
に
よ
る
相
談

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

「
峡
東
地
区
野
外
療
育
活
動
」
の

お
知
ら
せ　

　
峡
東
地
区
野
外
療
育
を
考
え
る
会　
甲
州

地
区
で
は
、
野
外
療
育
活
動
と
し
て
季
節
の

寄
せ
植
え
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
子
供
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
す

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
10
月
12
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
対
象
者　
市
内
在
住
の
障
害
児
者

■
場　
所　
ガ
ー
デ
ン
甲
斐　
山
梨
店

■
参
加
費　
１
家
庭　
５
０
０
円

※�

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
10
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
、
下
記
へ
参
加
人
数
及
び
参
加
者

氏
名
と
費
用
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ぴ
あ
（
芦
沢
）

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
９
２
番
地
３

　
☎
・

33
‐
３
８
８
６

障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

　
平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
時
間
外
相
談
日

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
10
月
1
日
、
8
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

　
10
月
4
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談　
　

（
予
約
制
）　

　
障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身
が
、
同

じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り

ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
視
覚

　
石
原
テ
ル
氏　
　
　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

　
遠
藤
養
蔵
氏　
　
　
　

33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

　
羽
村
千
鶴
氏
（
肢
体
）
☎
32
‐
１
２
２
４

　
中
村
安
孝
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
田
中
美
津
江
氏　
　
　
☎
32
‐
２
２
４
７

※�

相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す

　
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
受
け
止
め

る
こ
と
を
学
び
、
地
域
や
施
設
な
ど
で
活
動

す
る
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　

○
１
回
目　
10
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

○
２
回
目　
10
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

※
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す

■
場　
所

　
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

１
階 

会
議
室

■
講　
師

　
山
梨
県
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
会
長　
塩
澤 

一
夫 

様

■
内　
容　

○
１
回
目　
傾
聴
と
は

　
　
　
　
　
　
（
入
門
講
座
）

○
２
回
目　

�

よ
り
よ
く
聴
く
に
は

　
　
　
　
　
　
（
実
践
講
座
）

■
定　
員　
30
名
程
度

■
受
講
料　
無　
料

■
持
ち
物　
筆
記
用
具

■
申
込
期
限　
10
月
22
日
（
水
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　
☎
44
‐
２
６
１
２



32平成26年10月

障
害
者
陶
芸
教
室　

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
10
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談　

　
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
10
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
2
時
30
分
～
4
時
30
分

■
締
切
日　
10
月
８
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時

　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
し
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

も
の
忘
れ
相
談　

　
も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
10
月
17
日
（
金
）
午
後
３
時
～

※�

こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す
。

10
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
毎
月
第
３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
会
議
室
Ｂ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
介
護
支
援
課　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０

　高齢者が被害にあう、さまざまな事件が増えて
います。
　地域包括支援センターでは、高齢者のみなさん
の権利を守るために、次のような業務を行ってい
ますので、お気軽にご相談ください。

1. 高齢者虐待の防止と対応
　高齢者への暴力や暴言、必要な介護を行わない、
預貯金を不正に使用するなどの行いは、高齢者虐
待にあたります。このような行いを防止すると共
に、虐待を受けた高齢者を守るための活動を行っ
ています。

2. 成年後見制度の利用促進
　もの忘れ等があり、自己の財産の管理や、様々
な手続きに不安がある方のために、成年後見制度
が活用できるよう、制度の詳しい説明や助言、円
滑な手続きのためのお手伝いを行っています。

【成年後見制度とは】
　認知症などさまざまな事情から判断能力が不十
分となった方の権利を守るために、家庭裁判所か
ら選任された後見人が、その方のための財産管理
や、医療・福祉サービスの利用契約などの法律行
為を行う制度です。

3. 消費者被害の防止
　悪質な訪問販売などの被害にあわれた方や、被
害にあう心配のある方からの相談に応じて、被害
の実態を把握するとともに、被害を防ぐための活
動を行っています。
　
◆お問い合わせ先
　甲州市地域包括支援センター
　（介護支援課内）
　☎３２ ‐ ５６００

高齢者
の

高齢者
の 地域包括支援センター

高齢者の権利を守る

塩山南口
市民ギャラリー

10月6日（月）～11月4日（火）

塩山文化協会の押花部による作品を
展示いたします。

※�展示内容・期間につきましては、変更
になる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆
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甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

第２８回かつぬま新酒ワインまつり
11月 3日（月・祝）開催！！
　勝沼の空気に触れ、収穫に感謝しながら出来たての新酒
ワインで一緒に乾杯！！

＊日　程
　１０：００　セレモニー・受付開始
　　　　　　　ミニコンサート
　１４：３０　受付終了
　１５：００　閉会
＊参加費　１，０００円
　　　　　勝沼ワイングラス付
　当日、会場にて直接お申し込みください。
＊会　場
　甲州市勝沼ぶどうの丘　噴水広場
＊協賛・参加メーカー
　麻屋葡萄酒・大泉葡萄酒・シャトー勝沼
　蒼龍葡萄酒・勝沼醸造・まるき葡萄酒
　大和葡萄酒・岩崎醸造・盛田甲州ワイナリー
　くらむぼんワイン・白百合醸造・原茂ワイン
　フジッコワイナリー・マルサン葡萄酒
＊主催・お問い合わせ先
　甲州市勝沼ぶどうの丘
　☎４４ ‐ ２１１１

市役所地下テナント募集
　来庁者や近隣の方々の利便性の向上を図るため、庁舎地
下商業エリアで営業する事業者を募集します。
■募集業種　物販系、飲食系、サービス系とします。
■募集エリア　２区画
■申込期限　10 月 31 日（金）
■その他
　�賃料、共益費等につきましては、市ホームページ、また

は管財課に要項、申込み等公開及び用意しています。
◆申し込み・お問い合わせ先　
　管財課　財産管理担当　　☎３２ ‐ ５０６０

☎

有
料
広
告
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ＳＴＯＰ
振り込め詐欺！

◆日下部警察署・甲州市◆

　警察では、各種犯罪を防ぎ、市民の皆さんが安
全・安心を真に実感できる社会を実現するため、
市役所や自主防犯ボランティア団体等と連携を図
りながら、地域安全活動を展開しております。
　こうした活動を皆さんに知っていただくととも
に、市民一人ひとりの自主防犯意識の高揚を図り、
地域安全活動の更なる拡充を願い、
10月11日（土）から20日（月）までの10日間
　「全国地域安全運動」
　　　　を実施することとし、山梨県では
　「みんなで築こう
　　　  安全・安心  やまなしけん」
をスローガンに、子どもと女性の犯罪被害、特殊
詐欺の被害、住宅を対象とした侵入犯罪、二輪車
盗（オートバイ・自転車）の防止等に重点をおい
た運動を実施します。
　地域から犯罪をなくし、安全で安心して暮らせ
る地域社会の実現のため、運動にご協力をお願い
します。

みんなでつくろう安全・安心のまち

日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

不動産無料相談
■日　時　10 月 16 日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３ ‐ ２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５ ‐ ２４３ ‐ ４３０４

市の人口 ※平成２６年９月 1 日現在
（　）内前月比

人口 3 3 , 8 0 1 人 （－２６人）
男 1 6 , 3 2 6 人 （－１１人）
女 1 7 , 4 7 5 人 （－１５人）
世帯 1 3 , 2 0 9 世帯（－８世帯）

危険ドラッグは、ダメ。ゼッタイ。
『買わない』『使わない』『かかわらない』！！

　危険ドラッグ（いわゆる脱法ドラッグ）は「合
法ドラッグ」「脱法ドラッグ」等と称して販売され
ていますが、覚せい剤や麻薬よりも危険な成分が
含まれてることもあり、大変危険です！
　危険ドラッグには「ハーブ」「アロマ」「リキッド」

「お香」等、見た目ではわからないように巧妙に作
られているものもあります。軽い気持ちで手を出
す人が少なくはなく、危険ドラッグを乱用するう
ちに、さらに強い刺激を求めて覚せい剤や麻薬等
の薬物に手を出してしまうケースもあり、薬物に
依存するようになり、自分の意思だけではやめら
れなくなります。
　平成 26 年 4 月 1 日より指定薬物の所持・使用・
購入・譲受けが禁止になり、違反した場合は、3
年以下の懲役もしくは 300 万円以下の罰金、また
はどちらの罰も科せられます。
　危険ドラッグを勧められたり、身近な人が持っ
ていたりしませんか？お困りのときは、ご相談く
ださい。
◆お問い合わせ先
　日下部警察署　　☎２２ ‐ ０１１０
　峡東保健所　　　☎２０ ‐ ２７５１

全国地域安全運動

どろぼう捜査にご協力を
　最近は、深夜に民家に入る忍込みや昼間でも留守
の家に入る空き巣が多発傾向にあります。また、駐
車中の車両を狙う車上ねらいも発生しています。
　このような事件の犯人を検挙するためには、捜査
に対する市民のみなさまのご理解とご協力が不可欠
です。
　どろぼうの被害に遭った時には、
○散らかされた室内や車内は、そのままにしておく。
○泥（足跡）や汚れを拭いたりしない。
　被害にあったそのままの状態で最寄りの警察署、
または交番・駐在所に通報してください。また、犯
人は下見する、見張りをおく、自動車を利用するな
どすることから、『被害に遭う前や被害の時間帯に
見慣れない人や車を見た。』といった情報がありま
したら、警察にお知らせください。みなさまの住む
地域を『安全で安心なまち』にするため、ご協力を
お願いいたします。
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＊お問合せ＊

勝沼図書館 ☎44-3746
塩山図書館 ☎32-1505
大和図書館 ☎48-2921
甘草屋敷子ども図書館
　　　　　 ☎33-5926●ホームページ

　http://www.l ib-koshu.jp/

子ども図書館第３９回企画展
なかやみわ

『どんぐりむらのぱんやさん』複製原画展
☆会期：10 月 1 日（水）～ 11 月 30 日（日）
☆会場：甘草屋敷子ども図書館

　　　なかやみわ 作／
　　　　　学研マーケティング

子ども図書館
パークライブラリー＆縁側カフェ

☆日時：10 月 11 日（土）・12 日（日）
　　　　午前 10 時～午後４時
☆会場：甘草屋敷子ども図書館　前庭
☆内容：�絵本のセットにあわせた指定スペース（ハン

モックやミニテント）で、ゆったり絵本を読ん
でみませんか？大人も子どもも一緒に参加でき
るイベントです。イベントに参加もしくは子ど
も図書館で本を借りてくれた方には、１００円
でカフェが利用できるチケットをプレゼント！

（セット数限定）
※申込みの必要はありません

まーの・あ・まーの　おはなし会
☆日時：10 月 18 日（土）午前 10 時 30 分～
☆会場：勝沼図書館
☆内容：手話による絵本の読み聞かせ

勝沼図書館　カムカムフェスタ
☆日時：11月１日（土） 午前10時30分～午後４時
☆会場：勝沼図書館
《午前の部》
　・乳幼児向けおはなし会　・ミニコンサート
《午後の部》
　・ビッグアニマシオン　・工作　等
★当日本を借りると、三角くじをひくことができます！
　ブックリサイクルも同時開催します。

ぶどうとワインの資料展 2014
『時代を拓く有志の群像　 

～葡萄酒づくりの幕あけと勝沼の人びと～』
☆日時：10 月 1 日（水）～ 11 月 30 日（日）
☆会場：勝沼図書館
☆内容：
　�勝沼地区の旧・祝村について 3 年間かけてフィール

ドワークを行った、筑波大学の湯澤先生のご協力の
下、古文書から見える勝沼の熱き人びとの歴史を展
示します。

　�貴重な古文書と解読文を一緒に読み解くことで、勝
沼悠久のロマンが見えてきます。

《関連講座：一般対象》
　『「葡萄三説」から読み解く古文書セミナー』
：日時　11 月 9 日（日）　午後 2 時～
：会場　勝沼図書館　視聴覚室
：講師　筑波大学　湯澤規子先生
　�『葡萄三説』（高野正誠　１８９０年刊）を読み解き

ます。幅広い年代・業種の方にオススメです。
※要申し込み
《関連講座：小学生対象ワークショップ》
　『古文書・宝の地図を作ろう！』
：日時　11 月 16 日（日）午後 2 時～ 
：会場　勝沼図書館　視聴覚室
：定員　小学生 10 名　※要申し込み

子ども図書館
お父さんのおはなし会

☆日時：10 月 11 日（土）午前 10 時 30 分～
☆会場：甘草屋敷子ども図書館
☆内容：�市内のお父さん達による絵本の読み聞かせや

わらべうたの紹介です。新米お父さんでも安心
して一緒に遊べるおはなし会です。

本★活
「思い出の給食の献立 NO1 決定戦！」

☆日時：10 月 11 日（土）午後 1 時 30 分集合
☆会場：甘草屋敷子ども図書館
☆内容：�「給食」をテーマにした絵本を中心に、子ども

の頃好きだった給食ＮＯ１決定戦を行います！
終了後は縁側カフェも有り。

☆定員：20 歳以上の男女各８名
※お申し込みは塩山図書館まで
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雨
あめ

宮
みや

 楓
かえで

ちゃん（10 ヶ月） 白
しら

川
かわ

 楓
かえで

ちゃん（11 ヶ月）

ムチムチボデーで笑顔キラキラの
楓ちゃん。その笑顔にいつも元気
をもらってるよ。既にいつかお嫁に
行くことを想像するとパパ辛い…

父・洋太さん、母・友美さん
（下萩原）

いつも笑顔の楓ちゃん♡
おてんばが過ぎる事もあるけ
ど、元気にすくすく育ってね☆
父・光正さん、母・志保さん

（西広門田）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

長
なが

濵
はま

 昇
しょうた

太くん（4 歳） 快
かい

人
と

くん（11 ヶ月）

いつも優しいお兄ちゃんの昇太。
いたずら大好きやんちゃな快人。
兄弟仲良く、元気に大きくなってね♡

父・正樹さん、母・あけみさん
（勝 沼）


